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所 長挨拶1新 しい任期 を迎 えてee
昨年、科学技術 基本計画が閣議決定され、大 金研では、自らの研究活動ならびに2000人 ・
学 ・国立研究所等において独創的な基礎研究を発 日を超える共同利用 ・研究の受け入れに加えて、
展させ、得 られた研究成果を社会に還元する科学 東北大学の学内共同教育研究施設の世話をしてお
技術立国こそが我が国が生きて行 く道であると高 ります。古 くか ら 「低温センター」な らびに 「百
らかに謳われま した。ところが今年になると、国 万ボル ト電子顕微鏡室」の面倒をみてきましたが、
の財政立て直 しのためには研究教育も科学技術も 平成7年 度に新設された 「学際科学研究センター」
聖域ではないという一律見直 し論が行政改革会議 ならびに平成8年 度に 「低温センター」が 「理学
で堂々と展開されるようにな りま した。昨年の追 部附属極微少エネルギー物理学実験施設」 と合体
い風が今年は逆風へと早変わ りし、両風が入 り交 して生まれた 「極低温科学センター」の世話も金
じって、国立大学はまさに乱気流の中を飛行 して 研が引き受けております。金研は、学内外にまた
いるという状態です。 しか しお陰様にて、金研で がる共同利用 ・研究の中枢機関と して、その存在
は文部省科研費ならびに政府事業費による大型プ がますます大きくな ってきてお ります。共同利
ロジェク ト研究が平成7年 度には4件 、平成8年 度 用 ・研究により外部か ら金研にもたらされる利益
には5件 がそれぞれスター トしました。 は、特に研究の活性化 という点では莫大なものが
金研が全国共同利用研究所に改組されたのは昭 あります。 しか し、この10年 の間に金研ならびに
和62年 の創立記念日5月21日 です。平成8年 度は 外部の研究機関の空間的、時間的、財政的、マ
ち ょうど改組10年 目に当た りました。平成7年 度 ン ・パワー的環境は急速 に変化 しており、金研が
におこなわれま した金研に対する外部評価の指摘 現状のままの共同利用 ・研究を続けることの意味1
な らびに金研将来計画委員会の 「本所における材 を再考すべきタイミングが到来 しつつあると思わ
料科学の将来について」の検討結果を土台にして、 れます。
この1年 間金研では将来像をめぐっていろいろな 私は、平成9年3月31日 をもって所長任期3年
側面から真剣な議論がすすめられました。特に、 を終わ りま したが、停年までもう1年 の間所長を








lMRニ ュースNo.27新 設 施設 紹介
新 設 施 設 紹 介=ク リスタル ・サイエンス ・コア
所長をはじめとし多数の皆様のこ協力の下、本 性を強 く認識 し、文部省に対 して平成10年 度に
年1月1日 付けにて金研 にクリスタル ・サイエン 「国際クリスタル ・ザイエンス ・センター」の設立
ス ・コアが発足 し、私がコア長を拝命することと を概算要求することを正式に決定 しま した。特徴
な りました。本所では従来、研究室が個々別々に は"世 界的な規摸の結晶科学および技術に関する
曳 結晶作製を試みておりま したが、設備、技術面で 産学官 ・共同研究センター"で す。今回のコアの
重複が多く、共通の施設を持とうとの機運が生 じ、 設置は、本所が掲げるこの本格的な国際的結晶セ
技術部 に 「結晶作成」 という組織ができて結晶作 ンターの設立構想の実現を果たすための能動的な
製への依頼に対処 してきま した。これは純然たる 基盤整備の一環 として位置づけられているもので
サービス機関であ り、1.設 備有効活用、2技 術利 す。
用、3技 官の確保をつうじサービスがなされ、一 さて、コアの業務は先ず以て所内外か らの結晶
定の役割を果た してまい りました。しか し、時間 に関連する諸依頼に対 して質の高い内容で迅速に
の経過と共に、1.設 備が老朽化 しても予算面で更 対応することです。1.作 製依頼を受けた酸化物、
新が困難、2.最 先端技術の導入が困難、3新 たな 金属、金属間化合物、半導体の高品位結晶を供給
人材の確保が困難といった問題が生 じ今 日に至 り します。2.金 属、金属間化合物、半導体を中心に
ました。今回、時代の潮流に対応できる組織を模 純化処理、嶢鈍処理を行います。また、3.結 晶加
索 した結果として、新たにクリスタル ・サイエン エ、結晶の初歩的評価を行います。そして、4結
ス ・コアが設置されました。端的にいえばコアは 晶作製技術自体の開発の受注研究を行い、5,結 晶
⑪ サービス機関・共同利用研究機関の双方の長所を 関連の各種相談に応 じます・更に・6・樋 的に共
取 り入れた組織です。従来のようにサービスのみ 同研究、プロジェク ト研究、大型プロジェク ト研
に専念するのではなく、積極的に共同研究、各種 究に参加 して結晶関連の部分を分担 して実験 しま
プロジエク ト研究に参加 して一翼を担い、L設 備 す。この他に、コア独自の研究として新化合物の




過 しま したが、結晶作製関連の分野についてみる このように、コアは基本的に単結晶に基盤を置
と全国共同利用に対応できる態勢にはまだまだ至 く組織ですので材料研究を専門とする本所の 第
っておりません。今回のコア設置は結晶関連分野 一次産業 に相当する最も重要なところです。一
の整備拡充にはずみをつけるものと信 じます。特 つ一つ堅実に依頼業務を処理することを通 じ責任
に、本研究所では結晶関連分野の重点強化の必要 を果た していき、コアができて本当に良かったと
一3一
一 蟻 論,、.淋、 上、.
周囲から思っていただけるようにしたいものです。 点から、コアスタ ッフの能力向上、コア装置の刷
また、徐々に処理できる業務の内容の高度、高質 新を並行 して、 しかも比較的高速度で進めていく
化を達成 していきたいと考えてお ります。 計画です。
現在、私始め計8名 のスタッフが所内、学内お 幸先良い出来事として、 本コアの技術スタッフ
よぴ広 く国内の共同利用研究者の結晶作製を中心 高橋利次氏がこの2月 に日本金属学会 ・研究技術
とする各種の要望に対応 していくために、果敢に 功労賞を受賞 しましたのでご紹介 します。彼の受
コアを立ち上げ中です。所内(含、研究プロジェク 賞は、図らずも本コアの技術スタ ッフの有する高
ト)、学内、他大学、企業のそれぞれに共同研究の 度な結晶作成の能力および知識を証明する ことと
モデルケースを設定 し、手探りながら活動を開始 なりま した。関連 しますが、研究論文の執筆 に際
したところです。運営自体が多分に実験的 という しま しては是非、研究に協力したコア技術スタ ッ
ことにな ります。結果として旧来を打破 して、活 フへの謝辞を入れていただくことをお願いいた し
力ある良い組織に出来ればと考えてお ります。尚、 ます。(次ページの例文を参照 して下さい。)
私を長と し計7名 の教官から構成されるクリスタ 最後に、皆様にコアを積極的にご活用いただく


















連絡先;〒980-77仙 台市青葉区片平2-1-1東 北大学金属材料研究所 クリスタル ・サイエンス ・コア
コア長 福田承生(窓 口担当 宍戸統悦)
盤
職員=コ ア長、講師1、 助手1、 技官5の 計8名
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カー ボ ン抵 抗 加 熱 式 単 結 晶 育 成 装 置(CZ、FZ、BM可)
高 圧 、強 磁 場LEC式 単 結 晶 育 成 装 置(CZ、FZ、BM可)
ク セ ノ ン ラ ン プ集 光FZ単 結 晶 育 成 装 置
電子 ビー ム 加 熱 式FZ炉
るつ ぼ水 平 移 動 型 アー ク炉
他 、 ワイ ヤー ソー 等 結 晶切 断 ・加 工 装 置 、 結 晶 評価 装置









大型プロジェク ト研究 依頼 学内研究者












外 力亀ぢ見 た 金 研


























ク ラ ウ ス ・バ ッ ト ヒ ャ ー 博 士 は 学 際 セ ン タ ー 福 田 プ ロ グ ラ ム 客 員 助 教 授 と して 『大 型 ・高 品 質 単 結 晶
成 長 の た め の 計 算 機 シ ミ ュ レー シ ョ ン に よ る 熱 ・物 質 移 動 現 象 の 解 明 』 に 関 す る 研 究 の た め 平 成8年
4月1日 か ら平 成9年3月31日 ま で 滞 在 さ れ た 。
一.r."一 一.一 へ___一 ト唱F
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Dr.DomingoHuertaはCOE(卓 越 した 研 究 拠 点)事 業 の 外 国 人 研 究 員(客 員 助 教 授)と し て
『水 素 発 生 用 ア モ ル フ ァ ス 電 極 の 研 究 』 の た め 、 本 研 究 所 橋 本 研 究 室 に 平 成7年10月1日 か ら 平 成
9年3月31日 ま で 滞 在 さ れ た 。
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研究会報告
表面微細構造の電子状態 ・エナジエテクス
代 表 者 酒 井 明
(京 都 大 学 工 学 部 附 属 メ ゾ 材 料 研 究 セ ン タ ー 教 授)
1,は じ め に 分 野 に 関 して 第 一 線 の 研 究 を 行 っ て い る 研 究 者 を
最 近 、 走 査 トン ネ ル 顕 微 鏡(STM)に よ る 結 国 内 外 よ り 集 め 、 講 演 ・討 論 を 行 っ た 。
果 に 基 づ い て 、 表 面 の 原 子 ス ケ ー ル で の 現 象 の エ
ナ ジ ェ テ ィ ク ス に 関 す る 議 論 が か な り 詳 細 な レベ2.研 究 会 報 告
・ ル で 行 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。 ま た 、ST原 則1人50分 の 講 演 と ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン か ら
Mか ら 派 生 した 技 術 と し て 、 界 面 の 情 報 を 高 分 解 構 成 さ れ て お り 、 今 年 は17件 の 講 演 と27件 の ポ
能 で 測 定 す る こ と の で き る 手 法 で あ る バ リ ス テ イ ス タ ー が 集 ま っ た 。 研 究 会 の プ[コ グ ラ ム は 以 下 の
ッ ク 電 子 放 射 顕 微 鏡(BEEM)が 、 ト ピ ッ ク ス 通 り で あ る 。
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L罐

















































































基 調 講 演 と し て は 、 ア メ リ カ ・カ リ フ ォ ル ニ ア に 関 す る 研 究 を 行 っ て い る 。 最 近 で は 個 々 の 量 子
大 学 サ ン タ バ ー バ ラ 校 工 学 部 長 のVenkateshド ッ トで のBEEM測 定 を 行 い ドッ ト内 で の 閉 じ
Narayanamurti教 授 と ス イ ス 連 邦 工 科 大 学(ET込 め に よ る 電 子 準 位 に 起 因 し た 電 気 伝 導 の 検 出 に
H)のHansvonKanel教 授 に お 願 い し た 。 両 教 成 功 して い る 。 本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 講 演 に お い
授 と も こ れ ま でBEEMを 用 い た 研 究 を 進 め て お て も 、 こ れ ら の 研 究 に つ い て エ ネ ル ギ ッ シ ュ な 話
り 優 れ た 業 績 を 挙 げ て お ら れ る 方 々 で あ る 。 ぶ り で か つ 冗 談 も 交 え な が ら 発 表 し 聴 衆 を 圧 倒 し
Narayanamurti先 生 はBEEMを 半 導 体 ヘ テ ロ 界 た 。 ま た 最 近 の ホ ッ ト トピ ッ ク ス で あ るGaNで の
面 に 応 用 し た 研 究 を 進 め て お り 、 こ れ ま で に もBBEEM研 究 に つ い て も 紹 介 さ れ た 。
EEMを 用 い て ヘ テ ロ 界 面 で の バ ン ドオ フ セ ッ ト ー 方 のvonKanel先 生 は 、 整 合 な 界 面 を 持 つ こ
の 測 定 や 界 面 で の 不 整 合 転 位 で の 電 子 散 乱 の 影 響 と で 知 ら れ るCoSi2/Si界 面 の 超 高 真 空BEEM
-14一
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による研究について発表 した。界面での転位 ・欠 面に関する研究を進めるバー ジニア工科大学の
陥による電子散乱過程やシリコン基板方位によるRaynolds先 生(現 在サバティカル として金材技
ショッ トキー障壁の分布の違いなど丁寧な解析に 研に滞在中)に よる講演があ り、そ して理論的側
基づく結果を発表 し、またp型 のシリコン基板を 面か ら東大 ・塚田先生によるSTM・AFM理 論
用いたホール電流(バ リスティック ・ホール放射 に関する講演があった。また、Fe/Au/Feの 金属
顕微鏡)に 関する研究など最新の成果についても 超格子での電子透過確率の磁場方向依存性をBE







一長のChungNamWhang先 生、同研究センタSTMやBEEMを 含めた表面 ・界面の最先端
一に最近lBMワ トソン研究所 よ り移 ったln一 の研究について、講演 ・討論さらには懇親会を通
WhagLyo先 生、さらには当研究室で以前に学振 じて、理解を深めることができた。講演には、1
外 国人研 究員 と して滞在 し現在 はUCLAで 人50分 と十分に時間を取 ったことから、普段の
MOVPEとSTMと を結合した装置を用いた研究 学会では時間が無 くなかなか話をされることのな
で成果を挙げている〕anLi博 士 に参加いただい い話題についても発表していただくことができた。
た。 また同 じ 「表面 ・界面」を舞台とした研究でも、
テーマに関 しては、BEEMに 関連 して界面に その研究者のバックグラウン ドによって住み分け
関する研究を進める方々の講演がいくつかあった。 がありなかなか相互の研究について知 り合 う機会
X線 回折の名大工 ・秋本先生、XPSに よる界面 が少ないが、今回分野を越えて我々が興味を持つ
6
.準 位測定の阪大基礎工&科 技団さきがけの小林先 研究者、特に若い方に発表をお願いしたことから、
生による講演をはじめとして、NTT・ 谷本氏に 普段聴くことのない新奇のテーマに関する講演が




ヨ ッ トキ ー 障 壁 の 分 布 像 を得 る 手 法 で あ るSTM・BEEMを 中心と した表面 ・界面の最
internalphoto-emissionmicroscopyに 関する 先端の研究分野に関 して、国外からの研究者も交
講演は興味深いものであった。さ らに各種材料の えて講演 ・討論を行った。今後、この研究会で得
界面とのことで、酸化物の東工大 ・川崎先生、ポ られた情報をもとに、共同研究の芽が出てくるも






1.は じめに150席 以上を用意 したにも関わらず、座席予想を
今日の科学の進歩、産業の発展は、種々の電 上回る参加者数のため一部立ち見者がでるほどの
子 ・光デバイスの集積化、多様化等により支えら 盛況ぶりであった。
れてきた。そして、このデバイスの高性能化を可 研究会は、初日 「光電子材料用結晶の育成 と
能に してきたのが、その素材を造る光電子材料結 評価」 というタイ トルで、現在青色発光材料とし
晶育成(MeltGrowth)技 術であり、これら基盤 て最も注目されている窒化ガリウム薄膜結晶など
技術の進展な しには新 しいデバイスの発展はあ り のワイ ドギャップ半導体、ニオブ酸リチウム薄膜
得ない。来るべき高度情報化 ・マルチメディア社 非線形光学結晶、 レーザー結晶、フォトリフラク
会や将来のエネルギー地球環境問題等を解決 し、 ティプ結晶、圧電結晶、大型川一V族単結晶、 ドイ
次世代科学 ・産業を発展させてゆくためには、現 ツにおける11-Vl族、lll-V族、IV族 半導体結晶成長
状の電子 ・光デバイスでは対応できないことが予 など多岐にわたる講演があ った。そ して最後に、
測され、これまでにない新規デバイスを実現 して 「半導体 ビジネスとSi結 晶」というタイ トルで信越
ゆかなければなら。そのためにはこれ ら発展の基 半導体の川崎芳孝氏から特別講演がなされた。ま
盤をになう、新 しい光電子材料結晶の開発、超高 た、研究会会場の隣室において、福田研究室にお




で、現在使用されている殆どの材料に関して様々 二日目は、「21世 紀に向けた結晶材料 ・結晶
な観点から議論 し、有益な情報交換を行い、今後 作成技術の開発」について、実験やシミュレーシ
の研究方向を明確 にすることを目的としている。 ヨンにより、新 しい結晶成長法に関する講演がな
この研究会は、平成9年3月13、14日 の両日に された。その後、「21世 紀に向けた結晶材料、結
わた り、金属材料研究所講堂にて開催された。参 晶作成技術の開発 一国際 ・産学官共同研究一」に
加者は、大学および国立研究機関か ら87名 、企業 ついてパネル ・ディスカッシ ョンが行われた。日
か ら128名 、そ して外国からは7名 の参加があり、 本、中国、スイス、米国、 ドイツ、フランスから





IMRニ ュースNo.27研 究 会報 告
田麹一'櫨 一 酷凶一 囲甑罵一 鯉颯遣.一々..、 一_、..一 賦「母一土鑑懸・帖輔 胞野職聾属・、二艦 ギ剴
3月13日(木)
開 会 の 挨 拶 阪 大 工 佐 々 木 孝 友
青 色 発 光GaNと 基 板 材 料 日亜 化 学 向 井 孝 志
改 良Leyly法 に よ るSic単 結 晶 成 長 新 日鐵 大 谷 昇
ゾ ル ー ゲ ル 法 エ ピ タ キ シ ャ ル 薄 膜 の 合 成 名 古 屋 大 工 余 語 利 信
新 し い ラ ン ガ サ イ トと そ の 応 用 東 京 電 波 佐 藤 充
Striations:aresolvableproblemス イス ・EPFLH.J.Scheel
ThepresentandfuturedevelopmentoflaserandNLOcrystalsinAsia
中 国 ・科 学 院C.T.Chen
非 線 形 光 学 結 晶CsLiB,o,。 阪 大 工 森 勇 介
Nonlinearsinglecrystalfibersofundopedorrare-earthdopedniobates:GrowthbyLHPG,
spectroscopyandsecondharmonicgenerationフ ランス ・リヨン大G.Boulon
フ ォ ト リ フ ラ ク テ ィ ブ 結 晶 の 特 性 改 善 と 単 結 晶 育 成 法 の 開 発 無 機 材 研 北 村 健 二
BridgmanGrowthofThePhotorefractjveOxideSBNandPBN
ア刈 力 ・スタンフォード 大R、S.Feigelson
GaAs大 型 単 結 晶 日 立 電 線 隈 彰 二
SemiconductorSingleCrystalGrowthinGermanyド イツ ・エルランゲ ン大G.Muller
半 導 体 ビ ジ ネ ス とSi結 晶 信 越 半 導 体 川 崎 芳 孝
3月14日(金)
CZCrystalGrowthDevelopmentinSuperSiliconCrystalProjectス ーハ.一シリコン研 山 岸 浩 利
SimulationofSpinFluctuationsinLiquidSilicon融 合 研lvanStich
InfluenceofBoronAdditiononSiliconMelt-OxygenSolubilityandEvaporationFrom
SiliconMeltSurface一 湘 南 工 科 大 寺 嶋 一 高
NumericalandExperimentalStudiesonCrackFormationinOxideSingleCrystal
東 北 大 反 応 研 塚 田 隆 夫
Stoichiometryrelatedmeltgrowthphenomenaofsemiconductorcompounds
ドイ ツ ・IKZP.Rudolph
SingleCrystalGrowthofRE-123Superconducto「 超 電 導 工 学 研 塩 原 融
HowtoUtilizeMicrogravitytolmproveCrystalGrowthTechnologyonEarth?
日 本 電 気 日 比 谷 孟 俊
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
福 田 承 生(東 北 大 金 研)
BV,Mill(東 北 大 金 研 、 ロ シ ア)
PRudolph(IKZ,ド イ ツ)
GMuller(エ ル ラ ン ゲ ン 大 学 、 ドイ ツ)
HScheel(EPFL,ス イ ス)
RFeigelson(ス タ ン フ ォ ー ド大 学 、 ア メ リ カ)
GBoulon(リ ヨ ン 大 学 、 フ ラ ン ス)
CT.Chen(科 学 院 福 建 物 質 結 構 研 究 所 、 中 国)




どを網羅 してお り、また様々な最新の育成技術に 子材料用結晶の育成技術について、それぞれの研
ついての報告がなされた研究会はこれまでに殆ど 究の最新状況をその最先端の研究者によって公開
行われていなかった。このように幅広い各分野の し、企業関係者も加えた結晶成長に関する様々な




















する新しい材料機能の創出を目指 して、「ナノ構造 以下のプログラムに従 って講演と討論が行われ
制御機能材料の開発」と題する金研 ワークシ ョッ た。
日時:平 成8年11月25、26日
場所:於:東 北大学金属材料研究所2号 館1階 講堂




宇都宮大 ・工 石井 清
4.ナ ノ構造制御磁性合金のスピン依存量子物性 東北大 ・金研 高梨弘毅、三谷誠司、藤i森啓安
5,有 機微結晶の作成と擬似分子 東北大 ・反応研 及川英俊
6.ナ ノ双晶によるセラミックスの靭性向上 東北大 ・金研 大森 守、平井敏雄
へ>
7.ス パ ッタリング法を用いたゼオライ ト表面上における金属クラスターの配列
東北大 ・金研 大砂 哲、大西直之、堀川泰愛、寺崎 治、平賀賢二
8,高Fei農 度ナノ結晶化Fe-Nd-B非 結晶質合金の硬質磁性 東北大 ・金研 竹内 章、井上明久
9,ナ ノ量子構造によるワイ ドギャップ半導体の新 しい展開 東北大 ・金研 八百隆文、朱 自強
10、 堆積されたアルミ ・アルミナクラスターのTEM及 びSTM観 察





12,ナ ノ構造半導体の生成とサイズ制御 東北大 ・金研 粕谷厚生
一19一
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本研究会で取 りあげた物質は、金属、半導体、 製法の高い汎用性と制御性についても言及された。
酸化物、有機物と多岐に亘るが、物質創製の立場 セラミックスでは微小粒子のマルテンサイ ト相に
からは如何に してナノメータ尺度で構造が制御さ 生成するナノ双晶による靱性向上が試み られてい




12、 が気相からの物質創製である。前半ではスパ が行われた。金属表面に吸着 した炭素クラスター
ッタ リングにより金属元素を効率よく気化させた について金研のFl-STM観 察の結果とその理論的
後、急冷することにより金属クラスターを成長さ 考察、ぺロブスカイ ト構造を持つイオン結晶につ
せて基板上に堆積させる方法が議論された。スパ いて強誘電体相転移における結合力ソフ ト化のシ








ZnO,ZnSやAl/Al203の 作製 と新 しい非線型光学 究を軸 とした更に活発な活動を期待すると共に、
或いは電子的機能についての発表があった。又ゼ ナノ研究部と しては独自の研究と平行して組織作
オライ トをは じめとする特殊な構造を持つ基板表 りと支援体制の充実に努力 したいと考えている。
面上におけるナノ構造組織の堆積や配列に関する 施設および関連研究室各位のこ協力をお願いす
ユニー一クな実験例も示された。 る次第です。本ワークショップ開催に御参加御援
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核生成理論 とシミュ レー シ ョン




など多 くの分野に関わ りを持つテーマである。し2.ワ ークシ ョップ報告
か し、これまで核生成を中心テーマとして多分野 平成8年12月2日 と3日 の2日 間、東北大学
の研究者が集まり研究会を行う機会は少なかった。 金属材料研究所2号 館講堂において表題のワーク
ー方、最近の計算機システム及びその利用方法 ショップが開催され、核形成理論とシミュレーシ
の急激な進展によ り、一般に実験研究と理論研究 ヨンおよびその関連分野に関する14の 研究報告
の橋渡 しを行 うという意味で、コンピューター ・ および討論が約50名 の参加者によって活発にな
シミュレーションの役割も本質的に重要になって された。その内容は以下のとおりである。尚、開
きている。この ことから、核生成 ・成長を研究 し 会の挨拶(西 岡)に おいて、今 回の研究会の開催






13=30-13=45開 会の挨拶 ・事務連絡 東北大学 ・金属材料研究所 大野かおる
徳島大学 ・工学部 西岡一水
13:45-14=15核 生成における臨界核の概念 徳島大学 ・工学部 西岡一水
14:15-14=45速 度論的臨界核の数値シミュレーシ ョン 徳島大学 ・工学部 真田昌昭









17=00-17=30BCC格 子モデル によるシ リコン融体 の結 晶化に関する3次 元 シミュ レーシ ョン研究
東北大学 ・金属材料研究所 佐原亮二、水関博志 、大野かおる、川添良幸、福 田承 生
三菱マテ リアル(株)・ 総合研究所 宇田 聡
17=30-18:00分 子 間相 互作用 と相 図 岩手大学 ・工学部 長谷川正 之
18=15一 懇親会:2号 館1階 会 議 室
型
9:00-9=301nfluenceofClusterSizeonNucleationRate
三菱マテ リアル(株)・ 総合研究所 宇 田 聡
9=30-10:00気 体か らの クラスター成長 にサイズ依存性 はあるか?
一分子動力学 シミュレー シ ョンー
融 合研 ・クラスターサ イエ ンスグル ープ 池 庄子 民夫
10:00-10:30シ リコン結 晶成長 にお ける気泡の発生現象




11=15-11145DLA成 長 における外乱の 影響
東 北大学 ・金属材料研究所 水関博志 、田中一美、菊池圭子 、大野 かおる、川添 良幸
11:45-12二15騰188鳥lg8躍 岩e「Simulationson黙 突讐 額 噺 繍
李 志強
青森公立大 神山 博、東北大学 ・金属材料研究所 大野かおる、川添良幸
12:15-12:30閉 会の挨拶 徳島大学 ・工学部 西岡一水
東北大学 ・金属材料研究所 大野かおる
3.成 果 界核原子数ncを 求める新 しい理論を詳 しく紹介 し
核生成理論を中心 に、結晶成長、気泡発生現象 た。結果にはnc1とnc2の 二つがあり、何れも等
に至るまでの分野に関する最近の理論研究および 温核生成理論に基づく熱力学的な臨界核原子数と
コンピューターを用いた数値計算やコンピュータ は異なることが強調された。
一シミュレーションによる数多くの新 しい研究成 真田は、過飽和水蒸気を想定 して西岡の方法で
果が報告され、活発な討論が行われた。以下にそ 導かれたクラスタサイズ分布関数に関する レー ト
の成果を略記する。 方程式の時間発展を計算機を用いて数値的に調べ
西岡は、核生成をベッカー ・デー リング流のダ た。得られたクラスタサイズ分布はいずれの時刻
イナミカルな過程 として捉え、吸着確率W+を 衝 でも臨界サイズ付近に明確な極大を持たない。こ
突断面積から決定する一方、既知の準安定相での れは定常解が自由工ネルギーで見た場合の鞍点に
クラスターサイズ分布と詳細釣 り合いの原理か ら 相当することから、臨界サイズでの定常性が弱い
蒸発確率W一を決定 し、条件W+(n)=W-(n)か ら臨 ことが原因であるとした。
-22一
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」照'漸
一
松本は、アルゴンおよび水の気相均一核生成を をシミュレー トする目的で、BCC格 子上に多体
テーマに2体 モデルポテンシャルを用いた古典分 相互作用を持つ格子気体モデルを導入 し、モンテ
子動力学法によるシミュレーションをビデオテー カルロ ・シミュレーションの方法により過冷却状
プを交えて紹介 し、動的臨界核サイズ、核生成率 態を実現 した。有限系のシミュレーションではあ





扱い、臨界核サイズと潜伏時間を決定 した。シミ 特に、m-nレ ナー ド ・ジョーンズ分子間ポテンシ
ュレーションか ら得られる動的臨界核サイズは熱 ヤルやGirifalcoポ テンシャルのカッ トオフ長が短
力学的臨界核サイズよりも1096小 さいだけであ くなると液相固相共存領域が極めて狭 くなること
ることを説明 した。また、臨界核サイズの化学ポ を示 し、これがGheng(1993)のMCの 結果に共
テンシャル依存性は古典核生成理論と良く一致 し、 存領域が見 られない原因であ り、また固相固相転
表面拡散長が大きくなると臨界核サイズは増加す 移出現にもつながると指摘し、ポテンシャルの長
ることを示 した。 距離引力部分を正確に取 り扱うことの重要性を強
横山は、格子モンテカルロ ・シミュレーシ ョン 調した。
の方法により過冷却状態を実現 し、その状態にお 宇田は、まず、融液のエン トロピーにはクラス
ける安定結晶クラスタサイズ分布を求める研究成 夕一サイズに依存する項があり、融液温度の違い
果を発表 した。また、先の西岡の講演で紹介され により融液中の微結晶クラスターサイズ分布が異
た動的核生成理論に関連 し、シミュレーションか なることを議論 した。続いて、融液を急冷 した場
ら得 られた情報から動的臨界核サイズの決定を試 合の結晶化温度、および融液急冷で作られたガラ
み、熱力学的臨界核サイズとの比較を行う理論解 スを昇温 した場合の結晶化温度 は、初めの融液保
析について議論 した。 持温度に依存することを〕2B。0,の 実験から明 ら
大野は、急冷液体中での核生成 ・成長過程が非 かにし、これ らの現象を融液のエン トロピーのク
等温的に進行 しうる可能性について議論 したが、 ラスターサイズ依存性から理論的に基礎づける試
通常の物質の場合にはその可能性は少ないとした。 みについて紹介した。
また、格子気体モデルの相互作用パラメータに生 池庄子 は、6万5千 個 の原子か らなる レナー
の原子間ポテンシャルを用いると融点を過大評価 ド・ジョーンズ気体の古典分子動力学シミュレー
して しまう問題を取 り上 げ、このような場合には ションを種々の温度変化条件下で行った結果につ
離散格子へのポテンシャルの繰 り込みが必要であ いて報告した。温度を下げてい った時の核生成過
ることを強調 し、具体的にポテンシャルの繰 り込 程では、クラスターサイズ分布に特に異常は見ら
みを行 う指針(局 所的な分配関数を近似的に再現 れないものの、逆に温度を上げていった時の蒸発
する繰 り込み手法)を 示した。 過 程 で は 、 ク ラス ター サ イズ 分 布 に魔 法 数
佐原は、シ リコン融液からの結晶核生成 ・成長(13,1923、_)が 現れることを示 した。
23
柿本は、シリコン融液と石英増塙(る つぼ)のC6。 薄膜構造 に、FCCバ ルクC6。結晶に比べて13
間の界面における気泡生成に関するX線 観察結果%も の格子膨張が起こるメ力ニズムに関する示唆






パー リンスキーは、いくつかの誘電体や合金の 討論を行うことができたことは、今回の ワークシ
不整合変調構造を持つ低温相と整合高温相の間の ヨップの一つの大きな成果であった。種々の結晶
1次 相転移の問題を計算機シミュレーシ ョンで扱 核や超微粒子の成長 づ肖失過程、および粒子拡散
った。不整合相は整合構造中にディスコメンシュ 過程などをマクロレベル並びに原子 ・電子 レベル
レーション面が無数並行に入 り込んだ構造を持ち、 で調べるための高度な実験研究技法が生み出され




水関は、非平衡条件下での核生成 ・成長の顕著 ある。参加者は、理論 ・実験を問わず何れもこの
な一例と して銀イオン溶液の電気分解などに見 ら 分野の第一線の研究者であり、個々の重要な研究
れるDLA樹 枝状成長が強磁場下でどのように変 成果や新 しい理論が発表されたことと、それに関
形するかをシミュレー トした。特に、ランダムウ する熱心な討論を行えたことの意義は大きい。ま
オークに方向依存の移動確率を導入 して外力の効 た、今回の研究会を通 じてこれまで交流のなかっ
果を取 り入れるという新しいDLAモ デルを提示 た研究者同士が知り合えたことと、少 し異なる分
し、そのシミュレーション結果を本河研の茂木 ら 野の研究者の間で密接な情報交換を行うことが出
の実験結果と照らし合わせながら紹介 した。 来たことも良かった。また、今回のワークシ ョッ
李 は、櫻井研 のXueら の実験 で観測 された プを通 じていくつかの新 しい共同研究が芽生えた
GaAs(001)As-rich表 面上のC6。吸惹における構 こともつけ加えておきたい。いずれにしても・研
造異常を擬ポテンシャル第一原理計算手法を用い 究者間で交わされた議論の幅の広さと洞察に今後
て解析 し、第1層 目のC6。には1.76個 分の電子が のこの分野の多大の発展が確信できた。
下地の砒素か ら移動 していることを示 した。従 っ 本研究会で発表された殆 どの論文は、東北大学
て、界面には強力な電気二重層が生まれ、2層 目 研 究 所 報 告"RITU"A集(第43巻1号)
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半導体中の高温における点欠陥と二次欠陥
代表者 末澤 正志(本 研究所教授)
1.は じめに する各種の物理量、例えば、形成エネルギー、移
現在最も広範に使用されている半導体材料であ 動の活性化エネルギー、熱平衡濃度等はまだ確定
るシ リコン単結晶には、as-grown状 態で既に各 しているとは言えない状況である。














1)13=00-13:10は じめに 一 素人の愚問と解釈 東北大 末澤正志
!2)13







5)15:10-16:00シ リコン中の欠陥の電子状態:現 状と将来 大阪大 吉田 博




(株)新 日本製鐵、(株)ニ ッテツ電子1長 谷部政美、中居克彦、岩崎俊夫1、 津森泰男1
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9)9:00-9:40CZ・'Si結 晶 中Grown-in微 小 欠陥の形 態と性質
(株)信 越半導体 北川原豊 、竹野 博、玉塚正朗
10)9:40-10:20結 晶育成中のOSF核 形成機構
(株)三 菱マテ リアル シ リコン 降屋久、原田和 浩
=休 憩10i20-10:30=
11)10:30-11=10CZ-Si結 晶 中Grown-in欠 陥及びOSF-ringの 形成挙動
(株)住 友 シチ ックス、(株)住 友金属工業1宝 来正隆、西川英志、田中忠美 、梅野 茂、奥井正彦1
12)11:10-12:10FZお よびCZ結 晶中成長欠陥の統 一的理解(株)信 越半導 体 阿部孝夫
13)12=10-12:30シ リコン中の格子 間原子検出の可 能性 東北大 末澤正志
14)12=30閉 会の辞 東北大 末澤正志
3.成 果 で き、それ はhcp構 造 に対応 する こと、そ してそ
ズ
以下各講演の概要を述べる。(詳 しい内容を知 り の構造が融点の上の或る温度領域でのみ存在 し、
たい方は末澤宛連絡をしてください。詳 しい講演 木村等が見いだ した融点直上の電気抵抗の異常な
要旨集の残部が少 しあ ります。企業の方々のデー 温度依存性を説明できる可能性があることを指摘
夕は非常に豊富で、一言ではまとめられませんで した。
した。)大 嶋は、電子顕微鏡内でシ リコンを融解 したり
末澤はシリコン中の点欠陥について提案されて 固化 した際の転位の発生やヘ リカル転位の存在、
いる解釈に対 してい くつかの疑問を提出した。特 そ して液滴の奇妙な運動を観察 した結果をビデオ
に、密度の大ぎいシ リコン融液が密度の小さい固 を併用して説明 した。
体になる際多量の格子間原子が形成されるという 吉田は、半導体中の不純物や欠陥の電子状態の
従来の提案に対 し、融液の構造が動径分布関数測 理論的研究の現状を解説 した。特に、それ らの特
定結果をもとに提案されているβ一Sn型であるな 徴を 「三つの大切」、すなわち、多重荷電状態、負
ら、逆に原子空孔が固体中に取 り込まれることを の電子相関、および不純物原子位置の双安定性を
提案 した。そして、スワール形成機構を提案した。 上 げ、それ らの物理的背景を詳 しく説明 した。ま
木村は、シ リコン融液の密度、表面張力および た、それらの豊富な具体例を上げ、「三つの大切」 ・
粘性係数の温度依存性を克明に測定 した結果を報 の重要性を示 した。
告 した。特に、融点直上で密度が単調でない奇妙 河裾は、まず陽電子消滅法を用いた原子空孔に
な温度依存性を示すことや、融解後高温に保持す 関する従来の研究結果をまとめた。その後、プロ
る時間と共に密度が変化 し、200分 位のところに トン照射 して陽電子源である22Naを 内部に作った
密度の最大が存在することなどを示 した。そ して、 シリコンの ドップラー広が りを測定 した結果を示
これ らの現象は特殊な液体構造の存在、融液とガ した。そ して、原子空孔の形成エネルギーとして
ス雰囲気との相互作用、等 による解釈が可能であ 約43eVが 得 られたこと、実験的には22Naの 蒸発
ることを示した。 を防ぐ方法を開発することが急務であることを指
本岡は、シ リコンの液体構造の分子動力学シミ 摘 した。
ユレーシ ョンを行な った結果を示 した。特 に、 中村は、原子空孔および格子間原子の凝集過程
Tersoffが 開発 した原子間ポテンシャルを用いる を数値計算で追跡することにより、シリコン結晶
と60度 付近に結合角の ピークがあることが説明 中に存在する成長欠陥の形成過程を研究 した結果
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庫鹿 徽
を発表 した。数値計算で使ったパラメータの値は(CZ)法 で育成 した結晶に関するものであったのに
実に広範囲であり、シングルステ ップ急冷や2ス 対 し、浮遊帯溶融(FZ)法 で育成 したシリコン中の
テ ップ急冷を行なった実際の結晶成長によりそれ 成長欠陥に関する研究結果を発表 した。そ して、
らの最も確からしい値を求めた。そ して、点欠陥 過 剰 な 格 子 間 シ リ コ ン に よ り形 成 さ れ る
の対消滅反応が遅 く、原子空孔が強い坂道拡散をSEP(Seccoetchpit)欠 陥の存在を明らかにし、
することを示 した。CZ結 晶中の酸素の効果を排除 して、CZお よびFZ
長谷部は、COP(crystaloriginatedpits)や 結晶の成長欠陥を統一的に理解することが出来る




ことにより調べた結果を発表 した。そ して、OPP吸 収 を 測 定 した 結 果 を 発 表 した 。 そ して
欠陥が多面体であること、この密度が減少すると2200cm"1付 近に現れる吸収線は格子間原子に結





程に関する研究結果を中心 に発表 した。そ して、 シリコン中のGrown-in欠 陥に関して、各シリ
COPとLSTD(lightscatteringtomographyコ ン結晶メーカーの意見はかな りの点で一致 して
defect)と が同 じ欠陥であること、高温酸化によ いることがわか った。 しか しながら、Grown-in
りLSTDの 内部がシリコンの酸化物で満たされる 欠陥を説明するために用い られたそれ らの構成欠
こと、また、低速引き上げの際形成される格子間 陥である原子空孔および格子間原子の物性値 は、
型転位ループがFPD(flowpatterndefect)で あ 電子線照射等の研究で求め られたものとは異なっ
る、等を示した。 ている。その不一致をどのように説明するか、高
降屋は、OSF(oxidation-inducedstacking温 における点欠陥の基礎的データを求める努力が
くfault)核 の形成灘 を中心に発表 した・そ して・ 腰 である・基礎的研究鍾 要1生とそのような研
結晶育成中停止および温度勾配がOSF核 形成に及 究が弱体であることを再認識 した点で大きな意味
ぼす影響を調べ、降温中にOSF核 は通常考え られ があったと思われる。
ているのとは逆 に原子空孔が多いところに形成さ シリコンの融液物性、結晶物性および結晶育成
れること、LSTDの 形成が1160℃ 付近では じま の研究に関わっている基礎および応用研究者が一
ること、そ して1050℃ 付近から板状酸素析出物 堂に会 し、お互いのデータを発表、討論したこと
が安定となり、これがOSF核 であると結論 した。 は、それぞれの知識を±曽やすことはもちろん、視
宝来は、grown-in欠 陥とOSF-ringの 結晶育成 野を広げる為 にも非常に重要であった。数年後同
時の形成挙動に関する研究結果を発表 した。そ し 様なワークショップが開かれることを期待する。
て、FPDとSEPとLSTDが 同 じ欠陥であること、
OSF.ring径 は成長速度と結晶内温度勾配の比によ 【連絡先】 東北大学金属材料研究所 末澤 正志
って一義的に決定されること、等を示 した。TEL:022-215-2040
阿部は、上記の5編 の発表がチ ョクラルスキー 巨輪ii:監 詣 灘P肝 占rt。h。ku.ac.jp
-27一
短波長 フ ォ トニ クスマテ リアル に関する ワー クシ ョップ
代表者 八百 隆文(本 研究所教授)
1.は じめに 本ワークシ ョップは、これらの基本的な問題に
1トVl族化合物半導体、窒化物系半導体をはじめ 焦点を絞 り、企業、国立研究所、大学の研究者を





ドー ピ ン グ 、 電 極 材 料 等 の 問 題 も あ る 。 こ れ ら の て 来 た 企 業 、 国 立 研 究 所 、 大 学 の 研 究 者 に よ る 集 ㌔
基 本 的 な 問 題 は 、 物 質 工 学 、 物 理 学 、 化 学 、 金 属 中 的 討 議 を 目 的 と し て3月6-7日 の 両 日 に わ た
学 、 電 子 工 学 に ま た が る 学 際 的 な 課 題 を 含 ん で お り 金 属 材 料 研 究 所2号 館 講 堂 に お い て 開 催 さ れ 、
り 、 多 く の 学 問 分 野 か ら の ア プ ロ ー チ が こ の 問 題92名 が 参 加 した 。 プ ロ グ ラ ム 概 要 は 下 記 の 通 り
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現 在、化合物 半導体の 低次元 量子構造 を舞台 と 最 近の 結晶成 長 技術 の発達 によ り、量子 井戸 、
した量 子物性の 開拓 とそ のオ プ トエ レク トロニ ク 量子 ワイヤー 、量 子 ドッ トのよ うな量 子構造 を応 ・
スデバ イス応用 まで を展 望 した研 究が世界 的な規 用す る試 みが短波 長 フォ トニクス マテ リアル でも
模で展 開されて いる。 この分野 における 第一人者 活発 に研究 される よ うにな ってきた 。また、量 子
達の参加 ととも に数多 くの国(日 本、米 、英 、仏 、 構 造の安定性 や形成 過程を原 子 ・電子 レベ ル で調
ドイ ツ、イタ リア、オース トラリア、中国、韓国 、 べるた めの 高度な実験 研究技 法が生み 出されて き
香港等)の 代表 的研究者の 本 ワークシ ョップの参 てお り、これ らがお互 い に刺激 し合 ってこの分野
加 によ り最前線 における情報 が交換 され 、それ を の今 日の発展 に繋が っている。この ような 時期 に、
基に新 たなる問題点 の指摘又 は解決 の端緒の 提示 本 所 において表 題の テーマ に関するワー クシ ョッ
が取 り交 わされた 。本 ワー クシ ョップ開催 によ り プを開催で きた ことは大変意義が深 い。参加者 は、
半導体の低 次元量子 物性 や量 子 ドッ トの界面 な ど 理論 ・実験を 問わず何 れも この分野 の第一線 の研
に対す る理解 を深め 、新 しい展開が期待できる。 究者 であ り、 どの研究 テーマ も正 に時機 にか な っ
たものであ った。
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lll躍R1ψr舷 加 β膨 α〃i
● 受 賞 状 況(1996.11-1997.5)●
応用鞠理学会講演奨励賞
辻 幸一(助 手)蛍 光X線 の出射角依存測定による薄膜密度の決定1996.1125
轡盗奨励賞`第17回)
相原 智康(助 手)分 指導力学法を用いた材料の物性評価/金 属結晶の固相非晶質化反]997.5.21
応の実験的研究/傾 斜機能材料組織の熱安定性の理論的研究
(社〉臼本金属学会 研究技術 功労賞
高橋 利次(技 官)鉄 および各種鉄合金の高純度試料作製法の確立による鉄鋼材料の基1997.3.27
礎研究に対する貢献
科学叢徳庁長i鴬賞
中名生 充(技 官)計 算機利用のための情報通信設備の改善1997.4.14
●教 官 人 事 異 動(1997.1.21-1997.5.1)●
氏 名 年月日 異動種別 異動後の身分




王 新栄1997.2.1新 規採用 助手
松崎 邦男1997,3.1昇 任 助教授
松本 秀樹1997.3.31辞 職 成瞑大学工学部教 授
付 栄堂1997.3.31辞 職
王 熊1997.3.31辞 職
前川 禎通1997,4.1転 入 教授
茅野 秀夫1997.4.1停 年
大橋 正義1997.4.1昇 任 助教授
遠山 責巳1997.4.1転 入 助教授
次のペー ジへつづ く … … …'
-31一
"・ .一 幽 。幽 。__._。__漁b}董 宰臨 …'・ …..,㌔1
前ページのつづE●教官人事異動(1997.1.21・1997.5.1)■
松 崎 邦男1997.4.1転 出 工業技術 院機械技術研究所主任研究官
小椎 八重 航1997.4.1転 入 助手
ピッチーニ ラニエロ1997.4.1転 入 助手
石原 純夫1997.4.1新 規採用 助手
今泉 吉明1997.4.1新 規採用 助手
木村 晃彦19975.1転 出 京都大学工ネル ギー理工 学研究所教授(
宍戸 統悦1997.5.1昇 任 講師
佐藤i勇1997.5.1昇 任 助手
● 客 員 部 門 人 事 異 動 ●
氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聴 期 間 受 入 制 度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門 〉
松 田 祐司1997.4.1一 客員研究部門1種
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● 商 業 紙 に 掲 載 さ れ た 本 所 関 連 記 事(1997.1-1997.5)●
強磁場 中での結晶構 造の変化を長時間にわた り高精度 で測定 できるX線 回折装置 を開発 した。従来の装
置での測 定は1テ スラ ・数時間だが、新装置で は5テ スラ ・1万 時間のX線 回折が実現で きる。 これ によ
り磁場の 強さによる物質 の構造変化 を精 密に解析 でき、新物質探索や新機能材料 開発 に役立つ。
渡辺和雄助教授ら(住 友重機i、マックサイエンス):河 北新報(1997.3.1)/日 経産業新聞
(1997.3.1)/日 刊工業新聞(1997,3,1)/日 本工業新聞(1997.3.3)/化 学工業新聞(1997,3.3)
電子サ イクロ トロ ン共鳴(ECR)プ ラズマスパ ッタ リング法を用いて非 線形材料のバ リウム ・ナ トリウ
ム ・ニオ ブ(BNN)薄 膜のエ ピタキシ ャル成長 に成功 した。平滑性 に富み、誘電率 は単結晶BNNと ほぼ等
しく、屈折 率はサフ ァイアよ り大 きい。
平井敏雄教授ら(学 術振興会未来開拓学術研究推進事業):日 刊工業新聞(1997.4.18)
装置作 りの技術を駆使 し、空気 中に10数 年間放置 しても錆 びず、箔が作れる超高純度鉄(99.9950/o)
を開発 し、超高純度べ一 スメタル国 際会議で標準鉄 と して認定された。 これ によ り不純物の添加次第で
性質が著 しく変化す る鉄本来の姿が次々 と明 らかにされた。更 に、 この金属学の常識を破る研究結 果か
ら、産業上 も有用な物質 を生み出せる ことを見 い出 した。 この成果を産業上も有効 に活用するには、国
際標準化機構 で基準物質 と認定 される ことが重要である ことを、現在各方面 にア ピール している。
安彦兼次助教授:日 経産業新聞(1997.4.23)/日 経産業新聞(1997.4.24)
従来の約2倍 の強度を持つNb3Sn超 電導線 を開発 し、 これを使 った高張力 コイルの製造に成功 した。こ
れ によ り、零 下269℃ の極低 温で10テ スラの磁場 を発生させる ことに成功 した 。この 時、線材 には電
磁力 による応力 と、零 下269℃ での線 材と巻枠 との熱収縮差 による応力の合計280MPa(従 来の線材
の許容応力の約2倍)が かか った ことになる。 これによ り、装置 の小型化、簡 易化が容 易とな り、コイ
ルの修理 や再利用が可能 になる。
(渡 辺和雄助教授ら(フ ジクラ):鉄 鋼新聞(1997.5,13)/日 刊工業新聞(1997.5.13)/産 業新聞(1997
.5.13)/電 気新聞(1997.5.13)
●NHK「 に っ ぽ ん 名 物 研 究 室 」 で 平 井 研 究 室 紹 介 ●
平成8年10月5iヨ(土)(平 成9年3月8日(土)再 放送)に 放映されたNHK教 育放送の科学番組 「サイエンス ・
アイ」の 「にっぽん名物研究室」のコーナーにおいて、平井研究室が紹介された。「サイエンス ・アイ」の平成8年
10月 の名物研究室のテーマはバイオ ・新素材 ・宇宙で、平井研究室では 「傾斜機能材料が宇宙をひらく」という
テーマで、これから期待される新素材 「傾斜機能材料」が紹介された。番組では、平井教授のインタビュー、実験
風景やサンプルの顕微鏡拡大の映像を交え、一般の視聴者にも分かり易く傾斜機能材料が紹介された。




子、アルミナ、窒化ケイ素単体の基板と異な り、Cu面 に放熱用の背びれを取 り付け、いっそうの放熱を促進するこ
とを可能にしている。この理想的と考えられる材料が傾斜機能材料である。
番組では、イミ ド樹脂粉末と銅粉末の混合の割合(こ の割合も傾斜=グ ラデーションである)を 少しつつ変えた







してシリコンカーバイ ドが第一 に考え られる。スペースプレーンの表面温度 は、飛行中は気体 との摩擦により
1700℃ にもなる反面、その内側は700℃ と、IOOO℃ もの温度差が生 じる。 しか し、シリ]ン カーバイ ドだけで
は、この激 しい温度差に耐えられない。そこで、熱に強いシリコンカーバイ ドと、熱を逃しやすいカーボンを組み
合わせて傾斜機能材料がCVD法 で作製された。この作製場面は、実は4年 前にNHKの 「ザ ・スペースエイジ」のた
めに取材されたもので、一時間番組で放送される予定だったが、毛利衛氏の宇宙ライブとかち合い、日の目を見な
かったものである。このため、佐々木助手(現 ・室蘭工大 ・助教授)がGVDの 実験をしている場面となった。平井










● 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 春 季(第94回)講 演 会 開 催 さ る●
標記講演会 は研究成果 を一般市民をも対象 と して所内外に公開発表する ことを 目的 に、毎年春 と秋 に
行な われている。今 年度は去る5月22日(木)、23日(金)金 属材料研究所2号 館1階 の講堂および会
議室 に於て開催され、盛会の うち に幕を閉 じた。以下 にそのプログラムを掲載 する。
な お、次 の第95回 講演会 は、平成9年11月20日 と21日 の2日 間にわた って開催の予 定である。プ




13:05-13:45結 晶欠陥物性学部門の研究紹介 結晶欠陥物性学部門 宋澤正志
13:45-14:25酸 化物高温超伝導体 と2次 元有機導体の超伝導 ・強磁場物性
低温電子物性学部門 深 瀬哲 郎
14:25-15:05高 強度Nb3Sn超 伝導線材の開発とヘ リウムフ リーハイブ リッ ドマグネ ッ ト
強磁場超伝導材 料研究セ ンター 渡 辺和雄
司会 山口 貞衛
15:20-16;oo高 融点Nb-Al基 合金の加工 プロセスの開発
加工 プロセス工学研究 部門 細田秀樹 、田原竜夫
16:00-16:40大 洗施設の現状 と将来計画 について 材料 試験炉 利用施 設 松井秀樹
16:4().17:20快 適な情報通信環 境を目指 して 情報 ・広報室 一関京子ほか7名






glo〔).11・ooポ スターセ ッシ ョン(発 表34件)各 研究部門
11:00.12100特 別 講演:シ ナジーセラミ ックス材料 の開発研究
東北大学素材工学研究所所長 島田昌彦
司会 小松 啓
1300-13:40STMに よる局所仕事 関数測定 回折結晶学研究部門 長谷川幸雄
13:40-14:20次 世代機能素子用基盤 と しての単結晶の育成 と評価
結晶材料化学研究部門 福田承生
14:2〔}-15100超 高純度ベースメタル の科 学 高純度金属材料学研究部門 安彦兼次
司会 山 口 泰男
15:15-15155人 工微小 構造制御 によるス ピン依存物 性と新機能性材 料
磁性材料学研究部門 高梨弘毅
15155-1635合 金 クラスター集 合体の極限構造 ・磁 性制 御 ランダム構造物質学研究部門 隅山兼治




● 外 来 者 に よ る 講 演 会(1997.1-1997.5)●
ランダム系の構造 解析 と物性 予測 原子間力 ・ポテンシ ャル を用 いないシミュ レーシ ョン
防衛大学校数物理学教室 ・講師 荒井 隆 川 添研1/14
・ 経 験的分子動力 学法の応用
日立製作所中央研究所 主任研究員 井原 茂男 川 添研1/21
Viscousflowbehaviorandanomalousthermalpropertiesofamorphousmetallicglassesl
韓国全南大学物理学教室 教授 明 和男 鈴木研1/24
Viscousflowbehaviorandanomabusthermalpropertiesofamorphousmeta川cglassesll
韓国全南大学物理学教室 教授 明 和男 鈴木研1/31
2次 元 半導体材 料における量子 ホール効果
中国科学技術信息研究所研究員 陳 穎健 博± 鈴木研2/7
表 面拡 散場 でのステ ップの 挙動
名古屋大学理学部物理 佐藤 正英 博± 小松研2/18
ガラス転 移近傍 の原子 の緩和 と振動
九州大学理学部物理学教室 松井 淳 博=ヒ 鈴木研2/21
磁 気応用 か らみた磁性材料 の開発
アルプス電気株式会社中央研究所 牧野 彰宏 博士 井上研2/24
RapidSolidificationanditsThermodynamics
ス ウェーデン王立工科大学Prof,HasseFredriksson井 上研2/26




米 国 オ ー ク リ ッ ジ 国 立 研 究 所 主 席 研 究 員Dr,Easo.George花 田 研2/27
0ptjmizationofinterfacesinCbTe/CdZnTeandCdTe/MnTeheterostructures
プ ー リ 工 大 学 分 光 学 研 究 所 主 任 研 究 員Dr.HenriMariette八 百 研2/27
セ レ ン 化 力 ドミ ウ ム 量 子 ド ッ トの2光 子 マ イ ク ロ 分 光
米 国 シ カ ゴ 大 学Prof.PhillipeGuyot-Sionnest八 百 研3/5
半 導 体 ナ ノ 構 造 の 自 己 組 織 化
ノ ー トル ダ ム 大 学 物 理 学 科Prof.JacekK.Furdyna八 百 研3/5
半 導 体 の エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長
ブ レー メ ン 大 学Prof.DetlefHommel八 百 研3/5
、
Ψ
青色 レーザーの現 状と将 来
米国 ブ ラウン大学Prof.ArtoV.Nurmikko八 百研3/7
鉄鋼 メーカーにおける新規分野の 研究 開発の状況
これか らの材料 開発の あ り方の視点 よ り
住友金属工業株 式会社 未来技術研究所 副所長 志田 善明 花Eヨ研3/10
ResearchofNanostructuredMaterialsinlnstitutfuerMetallphysik ,UniversitaetGoetti
ngen
ゲ ッチンゲン大 学 金 属物理学 研究 所所長Prof,Dr.ReinerKirchheim鈴 木 研3/11
オ ブジェク指向設計法 による材料デー タベー スにつ いて
東 北工業大学 小島 正美 助教授 川添研3/11
11-VI族 半導体と ピエゾ電気構造
英 国 ヘ リオ ッ トワッ ト大学Prof.B.C.Cavenett八 百研3/12
MotionofChargedDefectsthroughGrowjngOxidesProducedinAnodic ,Plasma,and
醜 鶴h誰a酷 念nalyzedbySingl'Cu「 「entandCoupled"CurrentsM。delslncluding





発 電 用 ガ ス タ ー ビ ン に お け る 動 翼 コ ー テ ィ ン グ 材 の 高 温 環 境 劣 化 に 関 す る 研 究
















KapitzalnstituteforPhysicalProblems,MoscowDr ,N,M.Kreines本 河 研4/23
HighFrequencyEPRlnvestigationsofTm3・bnsinEthylsulphateCrystals




名 古 屋 大 学 工 学 部 井 上 順 一 郎 教 授 前 川 研5/15






● 主 な 見 学 者(1997.1-1997.4)●
ドイ ツ ノ ソ ー バ ー 大 学 ミ ケ ス 力 八 ノ ス 氏1997.1.14
秋 田 高 専 環 境 都 市 工 学 科 桜 田 良 治 氏1997.1.17
工 業 技 術 院 名 古 屋 工 業 技 術 研 究 所 種 村 栄 氏1997.2.18
新 潟 工 科 大 学 教 授 吉 谷 豊 氏1997.2.21
新 潟 産 業 大 学 副 学 長 坂 東 淳 悦 氏19972.21
'(柏 崎 市
経 済 部 商 工 観 光 課 副 参 事 本 間 良 孝 氏 他4名1997.2.21
(財)信 濃 川 テ ク ノ ポ リス 開 発 機 構 開 発 推 進 課 長 三 井 田 隆19972.21
(財)広 域 関 東 圏 産 業 活 性 化 セ ン タ ー 専 務 理 事 石 田 正 巳 氏 他2名1997,2,21
(株)ド ゥ リ サ ー チ 研 究 所 主 幹 研 究 員 西 尾 治 一1997,2.21
愛 媛 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 主 任 研 究 員 田 所 祐 史1997,3,4
泉 鉄 鋼(株)武 下 健 一19973.4
新 和 工 業(株)技 術 生 産 本 部 研 究 開 発 部 長 倉 瀬 雅 弘1997.3,4
GordonandBreachSciencePub」ishersア ン トワ ー ン ・ブ ー ケ1997 .3.5
(株)清 水 茂 商 店 代 表 取 締 役 清 水 敏1997.3.7
住 友 金 属 工 業(株)未 来 技 術 研 究 所 副 所 長 志 田 善 明1997.3.10
北 海 道 大 学 歯 学 部 歯 科 理 工 学 講 座 教 授 亘 理 文 夫 氏 他1名1997.3.10
東 北 文 化 学 園 菅 谷 昌 令 氏1997,3.25
通 商 産 業 省 工 業 技 術 院 東 北 工 業 技 術 研 究 所 及 川 勝 成 氏1997.4.7
-37
平成9年 度 研究会採択一覧
警 研究会の名称 氏 名代 表所叢.官 職 開催予定期間 連絡教官
97-1金 属問化合 物における超塑性 の 佐久間健 人 東京大学大学院9.9.12～9.9.132日 間 花 田 修治
新展 開 工学系研 究科
教授
97-2電 了励起原子移動 を用 いた新物 吉田 博 大 阪大学産業科9.5.15～9.5.162日 間 粕谷 厚生
質創製 とマテ リアルデザ イ ン 学研究所 教授
97-3構 造不規則 系 における原子 ・電 早稲 田嘉夫 東 北大学素材工9.6.26～9.6.272日 間 鈴木 謙爾
子物性 とダイナ ミックス 学研究所 教授
97-4遷 移金属間金属化合物 の電子状 鹿又 武 東 北学院大学工9,7.3～9.7.42日 問 山口 泰男
態一 実験お よび理論 における新 学部 教授
展 開一
97-521世 紀 の フロ ンテイアー環境 と 山川 宏二 大阪府 立大学工9.11.25～9.11.262日 間 橋 本 功 ニ
エネルギ ー利用 に関する材料 問 学部 教授
題一
97-6破 壊の メゾス コー ピックダイナ 北川 浩 大阪大学工学部9.8.7～9,8.82日 間 川添 良幸
ミックス 教授
97-7陽 電子 による材料ナ ノ構造分析 白井 泰治 大 阪大学工学部9.11.17～9。11.182日 間 長谷川雅幸
教授
※プログラム及び正確な日程はWWW金 研ホームページに随時掲載
平 成9年 度 ワ ー ク シ ョ ッ プ採 択 一 覧
/
饗 ワークショップの名称 氏代名鷺 職 開齪 期間
97-1低 次元/異 方的超伝 導体の磁 束状態 小林 典男 教 授9.9.1～9.9.22日 間
97-2希 土類化合物 に関す る結晶化学の基礎 と応用 福 田 承生 教 授9.11.12～9.1U21日 問
97-3原 子 スペ ク トル分析法 におけ る試料 の分離 ・濃縮法の 我妻 和 明 助教授9。11.13～9.11.142日 間
新 しい展 開
97-4サ ブ ミリ波領域 にお ける物質の素励起 本河 光博 教 授9.10.16～9.10.172日 間
97-5エ ピタキシ ャル成長 の現状 と課題 小松 啓 教 授9.6.9～9.6.102日 間




lMRニ ュー スNo.27平 成9年 度研 究 部共 同研 究採 択一 覧
平成9年 度 研究部共同研究採択一覧
所外研究者 所内研究者
採択番号 研 究 課 題
所属 氏名 所属 氏名
97-101不 安定化 した結晶の成長パターン 名古屋大学理 上羽 牧夫 小松研 宮下 哲
〈継続 〉 学研究科
97-102酵 素 タンパク質結晶の内部構造に関する研究 大阪市立大学 大嶋 寛 小松研 小松 啓
〈継続 〉 工学部
97・103気 相蒸着膜を利用 した溶液成長誘導機構 の解明 広島大学生物 佐藤 清隆 小松研 小松 啓
〈継続 〉 生産学部
97-104た んぱく質結晶中の分子間接触構造の解析 大阪大学蛋白 松浦 良樹 小松研 小松 啓
〈継続 〉 質研究所
97-105光 干渉法による加水分解酵素の結晶成長機構の 徳島大学工学 佐藤 孝雄 小松研 小松 啓
〈新規 〉 解明 部
97-106尿 路結石形成抑制物質の作用機構 徳島大総合科 小藤 吉郎 小松研 小松 啓
〈新規 〉 学部
97-107結 晶表面のAFM像 とその解釈 東京理科大学 岸 清 小松研 小松 啓
〈新規 〉 理学部
97-108雰 囲気制御による酸化物超伝導体単結晶成長の 電子技術総合 岡 邦彦 小松研 小松 啓
〈新規 〉 研究 研究所
97-109溶 液中で成長する結晶の非定常拡散場の解析 山口大学工学 横山 悦郎 小松研 宮下 哲
〈新規 〉 部
'IL97-110強 相関物質の磁性と電子状態 大阪府立大学 奥 田 喜一 本河研 本河 光博
〈継続 〉 工学部
97・ 111磁 化 を有する準結晶の磁気相転移 姫路工業大学 横山 嘉彦 本河研 本河 光博
〈新規>
97-112低 次元格子磁性体の磁場中相転移 九州大学理学 網代 芳民 本河研 本河 光博
〈新規〉 部
97-113有 機i錯塩単結晶の磁気共鳴 九州工業大学 高木 精志 本河研 本河 光博
〈新規〉 工学部
97-114R2Cu205の 強磁場ESR神 戸大学理学 太田 仁 本河研 本河 光博
〈新規〉 部
97-115低 次元量子スピン系の高周波高磁場ESR東 京工業大学 田中 秀数 本河研 本河 光博
〈新規〉 理学部
一39一
_所 外研究者 所内研究者採択番号 研 究 課 題
所属 氏名 所属 氏名
97-116低 温強磁場におけるマイクロ波によるサイクロ 人阪府立大学 松井 広志 本河研 本河 光博
く新規 〉 トロン共鳴の研究 先端科学研究
所
97-117Fe-Pt系 永久磁石用合金の歯科応用のための研究 長崎大学-歯学 安田 克廣 桜井研 桜井 利夫
く継続 〉 部
97-118表 面合金の局所仕事関数の研究 京都大学工学 酒井 明 桜井研 桜井 利夫
〈新規〉 部
97-119水 素終端シリコン表面の酸化過程に関する研究 大阪府立大学 坂田 東洋 桜井研 桜井 利夫
〈新規〉 総合科学部
97-120超 高真空中金属島の走査 トンネル顕微鏡による 金属材料技術 根城 均 桜井研 桜井 利夫
〈新規〉 研究 研究所 〆
97-121エ ピタキシャル成長における半導体界面形成と 名古屋大学大 一宮 彪彦 桜井研 桜井 利夫
く新規〉 構造 学院工学研究
科
97-122ナ ノ電子源先端のFIMに よる評価 早稲田大学理 大島 忠平 桜井研 桜井 利夫
〈新規 〉 工学部
97-123高 磁場下NMRに よる梯子格子スピン系のスピン 北海道大学理 熊谷 健一 小林研 世良 正文
〈継続 〉 励起の研究 学研究科
97-124高 温超伝導体の磁束混合状態における熱輸送 岩手人学工学 能登 宏七 小林研 小林 典男
〈継続 〉 音B
97-125セ リウム近藤半導体の熱伝導と熱電能 広島大学理学 高畠 敏郎 小林研 世良 正文
〈継続 〉 部
97-126Bi系 高温超伝導体の上部臨界磁場及び磁気抵抗 北海道大学大 松田 祐司 小林研 世良 正文
〈継続〉 学院理学研究 、
科
97-127214系 酸化物超伝導体の磁束格子融解転移 北陸先端科学 岩崎 秀夫 小林研 小林 典男
く新規〉 技術大学院大
学
97-128分 了性有機i導体の低温凝縮相 大阪府立大学 豊田 直樹 深瀬研 後藤 貴行
く継続〉 先端科学研究
所
97-129極 低温強磁場下の2次 元電子系の量子ホール効 学習院大学理 川路 紳治 深瀬研 深瀬 哲郎
〈継続 〉 果と基底状態 学部
97-130金 属 ・絶縁体転移における熱伝導率と音速の変 岩手大学工学 藤代 博之 深瀬研 深瀬 哲郎
〈新規 〉 化 部
97-131RRu2(R=La,Ce)の 特異な超伝導特性 琉球大学理学 矢ケ崎克馬 山口 阿部 峻也
〈継続 〉 音区(泰)石 肝
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97-1323元 系鉄族層状化合物の磁気特性 東北学院大学 鹿又 武 山口 山内 宏
〈継続 〉 工学部(泰)研
97-133酸 化物磁性体(Ba,Sr)3Zn2Fe2404、 の磁気構造III東 京理科 大学 桃沢 信幸 山口 山口 泰男
〈継続 〉 基礎工学部(泰)研
97-134Mn7Sn4の 磁気転移 の中性子 回折 による研 究 慶応義塾 大学 安西修一郎 山口 山口 泰男
〈継 続 〉 理工学部(泰)研
97-135黄 銅鉱型物質 の構造 と物性 東京理科大学 石 田興太郎 山口 大橋 正義
〈新 規 〉 理工学部(泰)研
97-136AFeO3..(A=Sr,Ca,R,E.)の 結晶構造 と磁性 筑波大学物 質 神 山 崇 山口 山口 泰男
〈新 規 〉 工学系(泰)研
97-137MMX(M,M=3d,4d金 属、X=P,A5)化 合物 の高圧 東北学院大学 鹿又 武 山口 阿部 峻也
〈新規 〉 力下 における磁性 と伝導 工学部(泰)研
97-138バ ナジウムー モ リブデン酸化物の磁 気構造 東京都立大学 汐崎 郁代 山口 大橋 正義
〈新 規 〉 理学部(泰)研
97-139R3Co(R:希 土類元素)の 磁気構造 の研究 横浜国立大学 佐藤 清雄 山口 大橋 正義
〈新 規 〉 工学(泰)研
97-140La。Srl..MnO2 .s.05.の磁 気構造 龍谷大学理工 井上 和子 山口 山口 泰男
〈新 規 〉 学部(泰)研
97-141Feを 含 む化合物 における高圧下の メスバ ウアー 東北大学大学 小林 寿夫 山口 小野寺秀也
〈新 規 〉 分光 院理学研 究科(泰)研
97-142Au-Mn系 規則格子合金の磁性 東北大学素材 松本 實 山口 阿部 峻也
〈新規 〉 工学研 究所(泰)研
く97-143核 磁性体Pr系 化合物の磁性 九州工業大学 北井 哲夫 山口 阿部 峻也
〈新規 〉 工学部(泰)研
97-144Cr3Te4-,Seyの 磁気転移温度 に対 す る圧 力効果 八戸工業 大学 太 田 悟 山口 阿部 峻也
〈新規 〉(泰)研
97-145強 磁性 と反強磁性相互作用の共存 するFe,Mn合 芝浦工業大学 堀 富栄 山口 山口 泰男
〈新規 〉 金 の磁性 システム工学(泰)研
部
97-146CeScSi多 結 晶体 の中性子 回折 埼玉大学 理学 上床 美也 山口 山口 泰男
〈新規 〉 部(泰)研
97-147半 導体 の欠陥準位 に関す る研 究 電子技術総合 大 串 秀世 末澤研 関口 隆史
〈継続 〉 研究所
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97-149カ ルコパイライ ト型半導体のバルク単結晶成長 三重大学工学 三宅 秀人 末澤研 米永 一郎
〈新規〉 と格子欠陥に関する研究 部
97-150オ ルガノシリコンナノクラスターの光物性 東北大学反応 渡辺 明 末澤研 末澤 正志
〈新規〉 化学研究所
97-151C60結 晶の欠陥とその誘導体の特性 横浜市立大学 小島 謙一 末澤研 末澤 正志
〈新規〉 理学部
97-152酸 化亜鉛単結晶の育成 ・欠陥制御 と欠陥の状態 東京工業大学 大橋 直樹 末澤研 関口 隆史
〈新規〉 解析 工学部
97-153構 造不規則系のエ ントロピーに関する計算機i実 防衛大学校 荒井 隆 川添研 相原 智康
〈継続 〉 験
97-154金 属マイクロクラスターの超高密度磁気記録材 名古屋工業 種村 栄 川添研 川添 良幸
く継続 〉 料への応用研究 技術研究所
97-155高 分了の統計力学的シミュレーション 東京都立大学 岡部 豊 川添研 大野かおる
く継続 〉 理学部
97-156分 子動力学法の格子欠陥への応用 岩手大学人文 進藤 浩一 川添研 大野かおる
〈新規 〉 社会科学部
97-157相 転移の理論的およびシミュレーションによる 岩手大学工学 長谷川正之 川添研 大野かおる
〈新規 〉 研究 部
97-1581n203の 光学お よび電気伝導に関する理論的研究 東京大学人工 岩田 修一 川添研 川添 良幸
〈新規 〉 物工学研究セ
ンター
97-159大 規模数値計算による半導体中の物質輸送 九州大学機能 柿本 浩一 川添研 川添 良幸
〈新規 〉 物質科学研究
所:
97-160磁 性薄膜における磁化状態のシミュレーション 金属材料技術 胡 暁 川添研 川添 良幸
〈新規 〉 研究所
97-161リ チウムセラミックス単結晶と金属 との高温化 金沢工業大学 那須 昭一 山口 山口 貞衛
〈継続 〉 学反応(貞)研
97-162鉄 基金属問化合物の格子欠陥および照射損傷の 大阪大学基礎 那須 三郎 山口 花田 黎門
く継続 〉 研究 工学部(貞)研
97-163Fe,Ni,グ ラファイ ト中の水素および欠陥の陽電 九州大学応用 蔵元 英一 山口 山口 貞衛
〈新規 〉 子消滅およびERD法 による研究 力学研究所(貞)研 長谷川雅幸 ・
97-164金 属 ・合金中の照射損傷の電顕および陽電子消 京都大学原子 義家 敏正 山口 長谷川雅幸
く新規 〉 滅寿命測定による研究 炉実験所(貞)研
97-165NiMn合 金薄膜のRBS法 による研究 山口大学工学 中山 則昭 山口 山口 貞衛
〈新規 〉 部(貞)研
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97-166単 結晶オーステナイ ト系 ステ ンレス鋼のキ ャラ 京都工芸繊維 川面 澄 山口 山口 貞衛
く新規 〉 クタ リゼー シ ョン 大学工芸学部(貞)研
97-167ナ ノスペース中の不対電了 と陽電子の相互作用 新潟大学工学 北山 淑江 山口 長谷 川雅幸
く新規 〉 の研 究 部(貞)研
97-168イ オ ンチ ャンネ リング法 に よるZnSe中 のLiの 占 東北大学素材 一色 実 山口 山口 貞衛
〈新規 〉 有位置の決定 工学研究所(貞)研
97-169先 進エ ネルギー材料 の強度特性及 び照射効果 に 京都大学エ ネ 香 山 晃 松井研 松 井 秀樹
〈新規 〉 関す る集束 イオンビーム と電子顕微鏡法 による ルギー理工学
研究 研 究所
97-170第 一原理 を用いたBCC合 金中の転位 と点欠陥 の 青 森公立大学 神山 博 松井研 松井 秀樹
〈新規 〉 相互作用 に関す るコンピュー タ・シミュレーシ ョ
ン
97-171ZnSeホ モエピタキシャル膜の精密X線 回折によ 電子技術総合 岡田 安正 八百研 八百 隆文
〈継続〉 る構造評価 研究所
97-17211-VI族 半導体結晶欠陥形成の圧力効果 筑波大学物質 秋本 克洋 八百研 八百 隆文
く継続 〉 工学系
97-173量 子構造半導体の光物性 長岡技術科学 打木 久雄 八百研 八百 隆文
〈継続 〉 大学工学部
97-174反 射率差スペク トロスコピーによる半導体成長 産業技術融合 安田 哲二 八百研 八百 隆文
く継続 〉 その場観察 領域研究所
97-175純 有機の室温分子性強磁性体の光学的研究 大阪府立大学 杉本 豊成 八百研 黒田 規敬
く継続 〉 先端科学研究
所
(97-176半 導体表面のナノファブリケーションに関する 豊田工業大学 吉村 雅満 八百研 八百 隆文
〈新規〉 研究
97-177擬i一 次元 白金錯体における光誘起非平衡キンク 北陸大学薬学 田端 淑矩 八百研 黒田 規敬
〈新規〉 の生成消滅 プロセス 部
97-178MBE成 長条件下での結晶成長シミュレーション 学習院大学計 入沢 寿美 八百研 八百 隆文
〈新規〉 算機センター
97-179MBE法 によるZnSeの ホモエピタキシャル成長 東北大学素材 一色 実 八百研 八百 隆文
〈新規〉 とその評価 工学研究所
97-180ガ ラス転移の統一理論 九州大学理学 小田垣 孝 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続〉 部
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97-182プ リカーサー法により合成 された非晶質セラミッ 室蘭工業大学 佐々木 眞 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 クスの構造解析
97-183メ カニカル応力下の異種固体間界面における電 慶応義塾大学 仙名 保 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 荷移動と短距離秩序の再編成 理工学部
III.アルミニウムと遷移金属 との複合酸化物前駆
体の生成 における3d電 子の役割
97-184Fe-Cu及 びFeEuグ ラニュラー物質の磁性の圧力 熊本大学工学 巨海 玄道 鈴木研 隅山 兼治
く継続 〉 効果 部
97-185磁 性ナノコンポジットの磁気特性の測定 大阪大学大学 山本 孝夫 鈴木研 隅山 兼治
く継続 〉 院工学研究科
97-186SiC系 アモルファス繊維の構造 大阪府立大学 岡村 清人 鈴木研 鈴木 謙爾'
〈継続 〉 工学部'
97-187準 結晶における低エネルギー励起に関する研究 姫路工業大学 石井 靖 鈴木研 鈴木 謙爾
〈新規 〉 理学部
97-188固 気相反応による巨大分子の創製とその評価 名古屋大学工 福永 俊晴 鈴木研 鈴木 謙爾
〈新規 〉 学部
97-189非 固溶系ナノ粒子のX線 小角錯乱 金属材料技術 葵 安邦 鈴木研 神山 智明
〈新規 〉 研究所
97-190ホ ウ酸ガラス中における金属微粒子の生成及び 北海道大学工 加美山 隆 鈴木研 鈴木 謙爾
く新規 〉 成長過程の研究 学部
97-191ク ラスター堆積によるナノ磁性体の創製と構造 ・ 宇都宮大学工 石井 清 鈴木研 隅山 兼治
く新規 〉 磁性の研究 学部
97-192(Cu,Ag)-Ge-(Se,Te)合 金のアモルファス化と構造 新潟工科大学 柿沼 藤雄 鈴木研 鈴木 謙爾
く新規 〉 変化
97-193高 性能水素発生電極の開発 大阪府立大学 西村 六郎 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 工学部
97-194二 酸化炭素の電解還元におけるアモルファス合 九州工業技術 斉藤 明夫 橋本研 橋本 功二
く継続 〉 金の電極特性 研究所
97-195CO2水 溶液環境 における鋼の腐食抑制におよぼ 金沢工業大学 小川 洋之 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 すCuの 作用機構の研究 工学部
97-196種 々組成の非晶質合金薄膜を出発 とした機i能性 名古屋工業大 大塚 俊明 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 酸化物薄膜の作製 学工学部
97-197コ ーティングによる耐環境性材料の開発 北海道大学工 高橋 英明 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 学部
97-198遷 移金属一チタン複合酸化物薄膜の作成 と光電 北海道大学工 今野 英隆 橋本研 橋」本 功二
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97-199ス パ ッタ法により生成 した金属薄膜に生成する 大阪大学工学 柴田 俊夫 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 不働態皮膜の半導体的性質の評価 部
97-200金 属薄膜のアノー ド酸化にともなう表面応力 と 北海道大学工 瀬尾 眞浩 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉 アノー ド酸化皮膜の不均一性に関する研究 学部
97-201TiA1金 属間化合物の高温酸化に及ぼす レーザー 秋田大学鉱山 原 基 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉 表面処理の効果 学部
97-202ス パッタZr-Ae合 金薄膜のアノー ド酸化挙動 慶応義塾大学 清水 健一 橋本研 橋本 功二
〈新規〉 経済学部
97-203長 石族鉱物の構造 と振動スペク トル 埼玉大学理学 森岡 義幸 庄野研 庄野 安彦
〈継続〉 音悟
97-204珪 酸塩ガラスの高密度化 とその構造変化 金沢大学理学 奥野 正幸 庄野研 庄野 安彦
く継続〉 部
97-205衝 撃反応合成メカニズムの実時間測定 東京大学大学 相澤 龍彦 庄野研 庄野 安彦
〈継続〉 院工学系研究
科
97-206衝 撃 圧実験によるメージャーライ トガーネット 北海道大学大 藤野 清志 庄野研 庄野 安彦
〈継続〉 の合成 と相転移の研究 学院理学研究
科
97-207高 温超伝導酸化物の合成 と構造及び電了状態の 静岡大学電子 福 田 安生 庄野研 庄野 安彦
〈継続 〉 研究 工学研究所
97-208メ ソポア無機i材料の合成と化学的性質の評価 東北大学大学 寺前 紀夫 庄野研 庄野 安彦
〈継続 〉 院理学研究科
97-209酸 化物超伝導体の衝撃圧縮 東京工科大学 毛塚 博史 庄野研 菊地 昌枝
(〈 新規〉 工学部
97-210衝 撃斜長石による阻石衝撃圧力計の研究 大阪大学大学 土山 明 庄野研 庄野 安彦
〈新規〉 院理学研究科
97-211塩 化 カリウム(KCの の衝撃誘起相転移 と状態方 熊本大学工学 真下 茂 庄野研 庄野 安彦
〈新規〉 程式 部
97-212遷 移金属中格子問原子の体積 と圧縮特性 中央大学理工 深井 有 庄野研 庄野 安彦
〈新規〉 学部
97-213分 子結晶Snl4の温度 ・圧力相平衡の研究 お茶の水女子 浜谷 望 庄野研 草場 啓治
〈新規〉 大学理学部
97-214(Mni..Cr。)7Sn、と(Mnl.yNi,)7Sn4の磁気転移点に対 慶応義塾大学 安西修一郎 藤森研 吉田 肇
く継続〉 する圧力と磁場効果 理工学部
97・215反 応スパ ッタ法による遷移金属窒化物の合成 鶴岡工業高等 鈴木 建二 藤森研 藤森 啓安
く新規 〉 専門学校
一45一
_所 外研究者 所内研究者採択番号 研 究 課 題
所属 氏名 所属 氏名
97-216Y-Mn-Feア モルファス合金のス ピンの揺ぎと熱 東北大学工学 深道 和明 藤森研 小尾 椒久
〈新規 〉 膨張 部
97-217パ イライ ト型 ・マルカサイ ト型化合物系の圧力 東北学院大学 原田 隆史 藤森研 吉田 肇
〈新規〉 効果 工学部
97-218Sm-Co/Co交 換スプリング薄膜磁石の作製と磁気 東北大学工学 岡田 益男 藤森研 嶋 敏之
く新規〉 特製 部
97-219Gd-Mn系 化合物磁性の圧力変化 信州大学理学 天児 寧 藤森研 吉田 肇
〈新規〉 部
97-220バ ルク非線形光学結晶の有効非線形定数精密測 長崎総合科学 浅海 勝征 福 田研 福田 承生
く継続〉 定 大学
97-221金 属間化合物の結晶構造の次元性 と物性 金属材料技術 葉 金花 福 田研 福田 承生
〈継続〉
.研 究所
97-222半 導体ファイバの創製 とその応用に関する研究 静岡大学電子 皆方 誠 福 田研 福田 承生
〈継続〉 工学研究所
97-223合 金 ・半導体の強磁場中凝固 ・偏析現象 大阪大学工学 大中 逸雄 福 田研 福田 承生
〈継続〉 部
97-224希 土類元素イオン置換によるベロブスカイ ト型 東京大学大学 堀内 弘之 福田研 福田 承生
〈継続 〉 構造相転移のシミュレーション 院理学系研究
科
97-225不 規則置換型新規光学単結晶の育成 と特性評価 秋田大学教育 小玉 展宏 福田研 福田 承生
〈新規 〉 学部
97-226光 デバイス用バルク単結晶の材料強度に関する 九州大学工学 宮崎 則幸 福田研 福 田 承生
〈新規 〉 研究 部
97-227Siフ ァイバー結晶の融液成長に関する研究 湘南工科大学 寺嶋 一高 福田研 福田 承生
〈新規>
97-228可 視 ・紫外光発生用ボレー ト系非線形光学結晶 大阪大学大学 佐々木孝友 福田研 福田 承生
〈新規〉 の育成 院工学研究科
97-229元 素置換型光学用酸化物単結晶の育成に関する 金属材料技術 木村 秀夫 福田研 福田 承生
〈新規〉 研究 研究所
97-230異 種原子価陽イオン置換によるKTP型 結晶の成 金沢大学理学 松本 生 福田研 福田 承生
〈新規 〉 長及び構造 に関する研究 部
97-231半 導体結晶内の欠陥発生機構 の解明 学習院大学理 小川 智哉 福田研 福田 承生
く新規 〉 学部





採択番号 研 究 課 題
所属 氏名 所属 氏名
97-233Ba()-MgO-Ae20,系 固体電解質の電気的特性 東北大学工学 井口 泰孝 平井研 平井 敏雄
く継続 〉 部
97-234熱 電機i能傾斜化プロセスの研究 湘南工科大学 梶川 武信 平井研 平井 敏雄
〈継続>
97-235プ ラズマ焼結法による傾斜機能材料の作製と評 琉球大学工学 銘刈 春榮 平井研 平井 敏雄
〈継続〉 価 部
97-236酸 化物超伝導薄膜のミクロ構造評価 に関する共 山形大学工学 大嶋 重利 平井研 平井 敏雄
〈新規〉 同研究 部
97-237Ni-Si系 合金の高温腐食 湘南工科大学 天野 忠昭 平井研 平井 敏雄
〈新規>
97-238高 酸素圧合成による希土類 ・アルカリ土類 ・遷i防 衛=大学校 天本 義己 平井研 平井 敏雄
〈新規〉 移金属 ・酸素系新物質の探索
97-239準 結晶の単粒塊化に関する研究 姫路工業大学 横山 嘉彦 井上研 井上 明久
く継続>
97-240急 速凝固により作製した非平衡相合金の諸特性 東京理科大学 春山 修身 井上研 井上 明久
〈継続〉 木村 久道
97-241準 結晶相分散型アルミニウム基合金の超塑性に 大阪府立大学 東 健司 井上研 井上 明久
〈継続〉 関する基礎研究 工学部
97-242Zr基 およびpd基 金属ガラスにおける拡散 大阪大学産業 中嶋 英雄 井上研 井上 明久
〈継続〉 科学研究所
97-243ア モルファス合金の水素透過性に関する研究 物質工学工業 伊藤 直次 井上研 井上 明久
〈継続〉 技術研究所 木村 久道
(97-244活 性ガス中ミリングによる非平衡相の生成と特 北見工業大学 青木 清 井上研 井上 明久
〈継続〉 性の評価
97-245ア モルファス合金のナノ成形加工特性に関する 群馬大学工学 早乙女康典 井上研 井上 明久
〈継続〉 研究 部
97-246ア モルファス合金を原料 とする高速メタノー・ル 鹿児島大学工 高橋 武重 井上研 井上 明久
〈新規〉 化反応触媒の調製 学部
97-247高 耐摩耗性急速凝固アルミニウムPIM合 金の開 愛知工業大学 井村 徹 井上研 井上 明久
〈新規〉 発
97-248金 属ガラスの過冷却液体領域における水素吸蔵 岩手大学工学 李 星国 井上研 井上 明久
く新規 〉 特性 部
97-249非 晶質合金の結晶化過程 と過冷却液体構造の研 金属材料技術 宝野 和博 井上研 井上 明久
〈新規 〉 究 研究所
一47一
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97-250急 冷凝固機能性素材の作製 東北大学素材 松本 實 井上研 井上 明久
〈新規〉 工学研究所
97-251A1相 と準結晶およびアモルファス相からなる複 秋田大学鉱山 永田 明彦 井上研 井上 明久
〈新規〉 相合金の冷問加工に関する研究 学部
97-252透 過電子顕微鏡による高温ガス化過程 における 東北大学反応 富田 彰 井上研 井上 明久
く新規 〉 石炭の構造変化の解明 化学研究所
97-253Fue/窒 素の無害化分解触媒の開発 東北大学反応 大塚 康夫 井上研 井上 明久
く新規 〉 化学研究所
97-254準 結晶合金の単結晶作製と構造解析 東京大学生産 七尾 進 井上研 井上 明久
く新規 〉 技術研究所
97-255半 溶融 ・焼結法で組織制御 したBi-2223超伝導材 秋田大学鉱山 永田 明彦 花田研 花田 修治 ＼
〈新規 〉 料のJc学 部
97-256金 属間化合物Co3Tiの 環境脆化に及ぼす水素 ト 室蘭工業大学 斎藤 英之 花田研 高杉 隆幸
〈新規〉 ラップサイ トの影響
97-257Ll2-Trialuminidesの 組織制御 と強度特性評価 九州大学工学 美浦 康宏 花田研 花田 修治
〈新規〉 部
97-258Nb-Cr-X(X=Mo,の 合金の高温三元状態図の作成 宮城工業高等 吉田 光彦 花田研 高杉 隆幸
〈新規〉 専門学校
97-259レ ーザーおよび溶射によるアルミニウム合金の 秋田大学鉱山 田上 道弘 花田研 花田 修治
〈新規〉 表面改質 学部
97-260パ ルス通電焼結法によるガスア トマイズ高融点 名古屋工業技 松本 章宏 花田研 花田 修治
〈新規〉 金属問化合物粉末の固化成形 術研究所
97-261複 合体界面の原子論的構i造評価 広島大学工学 佐々木 元 平賀研 平賀 賢二(
〈継続〉 部
97-262高 分解能電子顕微鏡によるTi-Al系 金属間化合 金属材料技術 阿部 英司 平賀研 平賀 賢二
〈継続 〉 物相の微細構造解析 研究所
97-263近 似結晶の単粒塊化に関する研究 姫路工業大学 横山 嘉彦 平賀研 平賀 賢二
〈新規>
97-264地 球圏内外における高圧金属と準結晶物質の研 山口大学理学 三浦 保範 平賀研 平賀 賢二
〈新規 〉 究 部
97-265高 分解能電顕による結晶界面の解析 岩手大学工学 越後谷淳一 平賀研 平賀 賢二
〈新規 〉 部
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97-267f電 了系複合酸化物の磁化率、比熱測定 北海道大学大 日夏 幸雄 塩川研 塩川 佳伸
〈新規〉 学院理学研究
科
97-268α 波超伝導体の界面状態 と不純物効果 新潟大学自然 田仲由喜夫 前川研 前川 禎道
〈新規〉 科学研究科
97-269第2種 超伝導体 における磁束の運動の計算機i実 名古屋工業大 榎本 美久 前川研 前川 禎道
く新規〉 験 学工学部
97-270磁 性体 における電荷 とスピンの競合現象 名古屋大学工 井上順一郎 前川研 前川 禎道
く新規〉 学部
97-271Agシ ース法を用いたBi2223相 超伝導体テープ材 山形人学大学 神戸 士郎 前田研 前田 弘
〈新規〉 の作製 院工学研究科
97-272フ ッ素/水 素終端シリコン表面反応の走査型電 東洋大学工学 堀池 靖浩 桜井研 長谷川幸雄
〈継続〉 子 トンネル顕微鏡観察 部
97-301半 導体結晶の硬度 金沢大学工学 馬替 敏治 末澤研 米永 一郎
〈新規〉 部
97-302C6。 分子の半導体表面上への吸着過程の分子動力 青森公立大学 神山 博 川添研 川添 良幸
く継続〉 学シミュレーション
97-303水 クラスターの形成過程の第一原理分子動力学 産業技術融合 池庄司民夫 川添研 川添 良幸
〈新規〉 による解析 領域研究所
97-304(Co,Fe,Ni)/Ag系 不連続人工格子の巨大磁気抵抗 秋田大学鉱山 石尾 俊二 藤森研 三谷 誠司
〈新規〉 効果 学部
97-305遍 歴電子型アモルファス合金の構造 と磁性 室蘭工業大学 村山 茂幸 藤森研 小尾 淑久
〈新規〉 工学部
(
97-306超 伝導体/磁 性体多層膜の構造周期 と物性 岩手大学工学 池部 学 藤森研 小尾 傲久
〈新規〉 部
97-307シ リコンの融解 ・凝…固時の酸素不純物の動的挙 信州大学教育 干川 圭吾 福田研 福田 承生
〈新規〉 動 学部
97-308グ ロー放電発光分光法による深 さ方向分析の定 東北大学素材 鈴木 茂 我妻研 我妻 和明
〈新規〉 量化 工学研究所
97-309蛍 光X線 ホログラフィーの基礎研究 京都大学大学 河合 潤 我妻研 辻 幸一
〈新規〉 院工学研究科
97-310各 種材料の斜入射 ・斜出射蛍光X線 分析法を中 大阪大学産業 菅沼 克昭 我妻研 辻 幸一
〈新規〉 心 とした表面分析 科学研究所
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97-M30-01鉄 合金お よびセ ラ ミックスの 中性子照射効果 九州大学応用力学研 究 蔵元 英一
所
97-M30-024。Ar-33Ar法 による岩石 ・阻石等 の年代 測定 東京大 学地震研 究所 兼岡 一郎
97-M30-03各 種セ ラ ミックスの動 的照射効果 と高温下での照射損傷挙 九州大 学工学部 木下 智見
動
97-M3()-04フ ェライ ト系 共通試料 の中性子照射効果 京都大 学エネルギー理 香 山 晃
工学研 究所
97-M30-05ス テンレス鋼 の照射後溶接[生 京都大 学エネルギー理 香 山 晃
工学研 究所
97-M30-06セ ラ ミックス基複 合材料 の照射効果 京都大 学エネルギー理 香 山 晃
工学研 究所
97-M30-16高 速 中性子照射 による半導体材料 のカスケー ド損傷過程 大阪府 立大学先端科学 大嶋隆一郎
研 究所
97-M30-20セ ラ ミックスの微小試験片強度評価 東京工業大学原了炉工 矢野 豊彦
学研 究所
97-M30-21中 性子照射 を利用 した岩石 のK-Ar年 代測定 東京大学大学 院理学系 杉 浦 直治
研 究科
97-M30-22先 進核融合炉材料 のヘ リウム添加 と中性子照射の複合効果 東北大学工学部 阿部 勝憲
97-M30-23セ ラ ミックス及び黒鉛 の中性子照射損傷 に関す る研究 名古屋 大学理工科学総 田辺 哲朗
合セ ンタ
97-M30-24中 性子照射 による機能性 セ ラミックス の電磁 気物性 の変化 東京大学工学部 寺井 隆幸
97-M30-25中 性子放射化分析 法 による鉄鋼 中の極微量元素 に関する研 武蔵工業大学原子力研 平井 昭司
究 究所
97-M30-28核 融合炉材料の 中性子制御照射及 び変動照射効果 核融合研 究所 室賀 健夫
97-M30-29高 エ ネルギー中性 子 による金属 カスケー ド損傷発 達過程 の 京都大学原子炉実験所 義家 敏正
研究
97-M30-30核 分裂 中性子で高温重照射 した金属材料 中の損傷発達点欠 広 島大学工学部 下村 義治
陥過程
97-M30-31炭 素材料の力学特性及び熱特性 に及 ぼす 中性子照射 の影響 茨城大学工学部 奥 達雄
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97-M30-32c/cコ ンポジッ ト及びsic/sicコ ンポジ ッ トの微細構造 と熱 ・茨城大学工学部 奥 達雄
力学特性 に及 ぼす イオ ン照射の影響
97-M30-354。Ar-39Arの 年代測定法 による岩石の年代測定 山形大学理学部 齋藤 和 男
97-M30-36固 体 材料 の中性子照射損傷構造発 達機構 の研究 広 島工業大学工学部 桐谷 道雄
97-M30-37低 放射化 鉄鋼材料 の照射下相安定性 に関する研究 北海道大学エ ネルギー 高橋平七郎
先端工学
97-M30-38金 属基機能性材料 の照射効果 北海道大学工学部 大貫 惣明
97-M3()-39超 高純度鉄の中性子照射効果 北海道大学工学部 岡田亜紀良
97-M30-40中 性子照射損傷 とバブルの挙動 島根大学総合理工学部 小野興太郎
97-M30-48温 度変動中性子 照射下での核融合炉材料の損傷 蓄積過程 九州大学応用力学研 究 吉田 直亮
所
97-M30-49原 子炉照射 した金属、セラ ミックスの回復挙動 名古屋大学工学部 井関 道夫
97-F30-03Thと3d遷 移金属 の複窒化物 にお ける強相 関電子系の探索 東北大学工学部 社本 真一
97-F3004ア クチ ノイ ドと地層構成 成分 お よび地下水溶存 成分 との相 東北大学工学部 栃山 修
互作用
97-F30-08超 ウ ラン元素 イオン交換 選択性 東京工業大学原了炉工 藤井 靖彦
学研 究所
97-F30-10中 性子放射化分析 による微量 の生体及 び環境物質の トレー 石巻専修大学理工学部 福 島美智子
スキ ャラクタ リゼー シ ョン
97-F30-11ウ ラン及 び トリウム化合物の フェル ミ面 の研究 新潟大学工学部 落合 明
(
97-F30-14花 闇岩構成鉱物への アクチ ノイ ド元素 の吸着脱着挙動 九州大学工学部 古屋 廣高
97-F30-15ア クチナイ ド化合物試料の作 製 と評価 群馬大学工学 部 伊藤 文武
97-F30-17超 ウラン元素 の管理 に関す る化学 的研 究 京都大学原了 炉実」験所 森山 裕丈
97-F30-18鉱 物 に対す るアクチニ ド元素の吸 着 に与えるフ ミン酸の影 北海道人学工 学部 大橋 弘士
響
97-F30-19ア クチ ノイ ド化合物の物理化学的特性 東京大学工学部附属原 山脇 道夫
子力工学研 究施設




_所 外 申 請 者採択番号 研 究
課 題
所 属 官職 氏 名
97-1105重 い電子系化合物のフェルミ面の研究 東北大学極低温科学セ 教 授 小松原武美
ンター
97-1106高 磁界超伝導線材の研究 東海大学工学部 教 授 太刀川恭治
97-1110極 低温強磁場下の2次 元電子系の量子ホール効果と 学習院大学理学部 教 授 川路 紳治
基底
97-1121有 機i電解反応に及ぼす強磁場の効果 静岡大学工学部 助 手 昆野 昭則 ・
、
97-1124Mn、Fe合 金の強磁場磁化過程 と磁場誘起相転移 芝浦工業大学システム 教 授 堀 富栄
工学部
97-1127電 気化学反応における磁場効果の研究 職業能力開発大学校 教 授 青柿 良一
97-1129液 晶ポリエステルの磁場配向 東京都立大学工学部 教 授 伊藤 栄子
97-1130衝 撃 圧縮法で作製されたSM2Fe17N、バルク体の磁化 熊本大学工学部 助教授 真下 茂
測定
97-1140直 接通電法による高磁界用ニオブ ・アルミ系超伝導 山口大学工学部 教 授 多田 直文
材料の研究
97-1141超 強磁場マグネット用補強安定化材の開発 岩手大学工学部 教 授 能=登 宏七
97-1142酸 化物高温超伝導材料の電磁気的及び熱的特性の評 岩手大学工学部 教 授 能登 宏七
価
ノ
97-1143実 用超伝導線材およびその構成材料のひずみ特性 岩手大学工学部 教 授 片桐 一宗 ＼
97-1144高 温酸化物超伝導繊維の強磁場中での臨界電流密度 名古屋工業大学 助教授 後藤 共子
の測定
97-1147超 電導技術構i造用金属材料の相変態に及ぼす強磁場 東京大学大学院工学研 教 授 柴田 浩司
の影響 究科
97-1152高 温超伝導酸化物の磁気抵抗の異方性 東北大学工学部 助教授 小池 洋二
97-1153セ リウム近藤半導体の熱伝導 と熱電能 広島大学理学部 教 授 高畠 敏郎
97-1157Nb-A1系 金属問化合物超伝導体の線材化 とその超伝 足利工業大学工学部 助教授 齋藤 栄
導特性
97-1160酸 化物超伝導体の高磁場中における磁気 トルク 大阪府立大学工学部 助 手 川又 修一
一52一
lMRニ ュースNo.27平 成9年度附属強磁場超伝導材料研究センター共同利用研究採択一覧
所 外 申 請 者
採択番号 研 究 課 題
所 属 官職 氏 名
97-1161強 磁場下におけるメタ磁性物質のNMR北 海道大学大学院理学 教 授 熊谷 健一
研究科
97-1162超 分了構造および界面物性への強磁場効果 千葉大学理学部 助教授 尾関寿美男
97-1163侵 入型希土類鉄化合物単結晶の強磁場磁化過程 広島大学総合科学部 教 授 藤井 博信
97-1168低 次元有機導体の量子振動効果 と磁性の研究 大阪府立大学先端科学 教 授 豊田 直樹
研究所
97-1169強 磁場下におけるポリシラン主鎖の配向 人阪府立大学先端科学 教 授 堂丸 隆祥
研究所
97-1170非 晶質R-Fe-A1(R:希 土類)系磁性合金におけるラン 姫路工業大学理学部 助 手 小泉 昭久
ダム磁気異方性とスローダイナミクス
97-1171p-n接 合ア ドミタスの温度依存性に与える磁場の影 東北大学大学院情報科 助 手 勝畑 信
響 学研究科
97-1173植 物および微生物の強磁場に対する反応の解析 東北大学遺伝生態研究 教 授 高橋 秀幸
センター
97-1175Bi系 高温超伝導体の上部臨界磁場及び磁気抵抗 北海道大学大学院理学 助教授 松田 祐司
研究科
97-1176少 数キャリアーf電 子系物質の強磁場物性と電子ス 宮城教育大学教育学部 助教授 千葉 芳明
ピン共鳴
97-1177磁 化 を有する準結晶の磁気相転移 に関する研究 姫路工業大学 助 手 横山 嘉彦
97-11782次 元強磁性体K2CuF4の 強磁場磁化過程 九州大学理学部 教 授 白鳥 紀一
97-1179シ アニン色素一TCNQ系 錯塩結晶の強磁場磁化 九州工業人学工学部 教 授 高木 精志
、
97-1180MnRhl?i-.As、(0≦x≦1)の 強磁場磁化過程 東北学院大学工学部 教 授 鹿又 武
97-1181超 伝導材料の微細組織 ・力学的挙動 と臨界電流 京都大学工学部附属メ 教 授 落合庄治郎
ゾ材料研究センター
97-1182微 細構造磁性体の磁気測定と電気伝導測定 北陸先端科学技術大学 教 授 堀 秀信
院大学
97-1183Nd系 酸化物超伝導体の面内異方性 北陸先端科学技術大学 助教授 岩崎 秀夫
院大学
97-1184ア ンチモンの磁気抵抗における極微量不純物(Sn,Te,い わき明星大学理工学 助 手 佐藤 直記
As)効 果 部物性学科
97-1185ThCr2Si2型 化合物の混晶における結晶場異常 と磁性 東北学院大学工学部 助 手 菜嶋 理
97-1186高 磁場 ・高臨界電流密度を持つ三元合金系超伝導体 高エネルギー物理学研 教 授 新富 孝和
の開発 究所
一53一
_所 外 申 請 者採択番号 研 究 課 題
所 属 官職 氏 名
97-1187希 土類永久磁石材料の巨大磁気異方性 と保磁力機構 東北大学工学部 助教授 加藤 宏朗
97-1188柱 状の磁束 ピン止めサイ トを含む高温超伝導体の新 東北大学工学部 助教授 社本 真一
バルク材料の開発
97-1189酸 化物高温超伝導体の磁場中における安定性 と輸送 九州大学大学院システ 教 授 竹尾 正勝
特性の評価 ム情報科学研究科
97-1190擬 一次元有機導体のサイクロ トロン共鳴 神戸大学理学部 助教授 太田 仁
97-1191ラ ーベス相化合物Ce。Gd,..CO,の磁気抵抗測定 神戸大学理学部 助教授 太田 仁
97-1192強 磁場による金属 水素系の制御 横浜国立大学工学部 教 授 山口 益弘
97-1193DMET-TSeF系 の強磁場ホール効果 岡山大学理学部 教 授 大嶋 孝吉/
97-1194溶 融法による高温超伝導材料の臨界電流特性と組織 秋田大学鉱山学部 教 授 永田 明彦
97-1195微 細構造を持つ2次 元電子系の強磁場における量子 東京大学物性研究所 教 授 家 泰弘
伝導
97-1196イ ルメナイ ト型混晶(MI,MII)Tio3の 強磁場磁化過程 お茶の水女子大学理学 教 授 伊藤 厚子
部
97-1197三 角格子磁性体の高周波 ・高磁場磁気共鳴 九州大学理学部 教 授 網代 芳民
97-1198強 磁場下の有機伝導体のフェルミ面効果の研究 大阪市立大学理学部 教 授 村田 恵三
97-1199酸 化物超伝導単結晶の電磁気特性 東北大学電気通信研究 教 授 山下 努
所
一97 -1200有 機超伝導体の超音波物性 岩手大学工学部 教 授 吉澤 正人
97-1201高 磁場環境下の細胞運動の観察 東京大学大学院総合文 助教授 上村 慎治(
化研究科
97-1202磁 場中のフッ化物薄膜中の希土類 イオンの発光分光 長岡技術科学大学 助教授 打木 久雄
97-1203SiO2(ZnS)-FeCoグ ラニュラー膜のスピン依存 トンネ 広島大学工学部 助教授 本多 茂男
ル効果 とホール効果
97-1204111-V族 希薄磁性半導体の磁気抵抗効果 東北大学電気通信研究 助 手 松倉 文
所
97-1205半 導体結合量子井戸構造 における量了輸送現象 東北大学電気通信研究 助 手 大野 裕三
所
97-1206強 磁場中での構造物及び機能材料の電磁現象 東北大学流体科学研究 助教授 高木 敏行
所
97-3304Ca()-P20s系 ガラス中の磁性不純物の交流帯磁率 通産省工業技術院大阪 主任 北村 直之
工業技術研究所 研究官
一54一
lMRニ ュー スNo.27平 成9年 度 新素材 設 計開発 施 設共 同利用 研 究採択 一覧
平成9年 度 新素材設計開発施設共同利用研究採択一覧
所 外 申 請 者
採択番号 研 究 課 題 所 属 官職 氏 名
97401継 続Ni2MnGaに おける相転移の核磁気共鳴による 東北大学素材工学研究 講 師 松本 實
研究 所
97-102継 続MnAe合 金のNMRに よる研究 愛媛大学工学部 教 授 冨吉 昇一
97-103継 続 強磁性遷移金属一アルミニウムー酸素系の複 慶応義熟大学理工学部 教 授 仙名 保
合化に伴 う電子移動の解析
97-104継 続Mn7Sn4の 核磁気共鳴による磁気転移の研究 慶応義熟大学理工学部 教 授 安西修一郎
97405新 規 乱れた構造を持つ誘電体K2Mn2(SO4)3のNMR広 島大学総合科学部 助教授 小島 健一
97-106新 規R-Mn系 金属問化合物のNMR信 州大学理学部 助 手 天児 寧
97-107新 規3元 系金属間化合物MRuP(M=3d金 属)の核磁 東北学院大学工学部 教 授 鹿又 武
気共鳴
97-108新 規 希土類カルコゲナイ ド及びプニクタイ ドの核 大分大学工学部 教 授 平岡 耕一一
磁気共鳴
97-109新 規MRuP(M=3d遷 移金属)系 のNMR龍 谷大学理工学部 助教授 西原 弘訓
97-110新 規 酸化物高温超伝導体の反強磁性磁気秩序の研 琉球大学理学部 教 授 二木 治雄
究
97411継 続 トンネル発光フォトンマ ッピングによるナノ 九州工業大学情報工学 助教授 西谷 龍介
メータ量子系の局所分光 部
97・112新 規Si(110)お よびGe(110>表 面に自己形成 される 明治大学理工学部 教 授 市川 禎宏
ナノ構造の研究
97-113新 規C60誘 導体の構1造 横浜市立大学理学部 教 授 小島 謙一一
97-114継 続 反跳粒子検出法によるアモルファスシリコン 大阪大学産業科学研究所 教 授 中嶋 英雄
中の水素の挙動
97-115継 続 金属シリサイ ド上でのダイヤモ ンド薄膜化 九州大学工学部 教 授 諸岡 成治
97-116継 続 鉄にイオン注入された異種金属原子の析出挙 金属材料技術研究所 総理府 村山 光宏
動 技官
97-117新 規 炭素材料中へのMeV窒 素イオン注入によって 広島大学工学部 助 手 西山 文隆
形成 された窒化物層のイオンビーム解析
97-118新 規 耐環境性 ・高機能性複合酸化物皮膜の形成 北海道大学工学部 教 授 高橋 英明
一55一
・ 所 外 申 請 者
採択番号 研 究 課 題
所 属 官職 氏 名
97-119新 規CVD法 による超LSI用 薄膜の合成 と評価 東京大学大学院工学系研究科 教 授 小宮山 宏
97-120新 規 イオン注入法による遷移金属化合物薄膜の形 東北大学工学部 教 授 山田 幸男
成過程の研究
97-121継 続 溶融Ae-Mg-X合 金の高温酸化機構i東 北大学工学部 教 授 井口 泰孝
97-122継 続 電子ビーム照射による高温超伝導集積回路の 東北大学電気通信研究所 教 授 山下 努
作製
97-123継 続 金属表面酸化膜の構造解折 早稲田大学理工学総合 講 師 小野 幸子
研究センター
97-124新 規 生体疑似環境におけるCaイ オンミキシングTi徳 島大学歯学部 助教授 塙 隆夫
からのCa溶 出と表面状態の変化
97-125新 規 電子顕微鏡によるBi系 酸化物の構造相変態に 東北大学素材工学研究所 教 授 進藤 大輔
関する研究
97-126新 規Co-Cr系 多層膜の磁気特性に与える中間層の効 山形大学工学部 助 手 小池 邦博
果
97-127新 規 磁性/半 導体人工格子の構造 と物性 東北大学科学計測研究所 教 授 島田 寛
97-128新 規 金属間化合物の高温酸化最初期過程の解析 大阪大学工学部 講 師 藤本 慎司
97-129新 規 レーザー溶融法 を用いた機能性金属表面の作 秋田大学鉱山学部 助 手 佐藤 芳幸
製
97-130継 続 高圧下における金属人工格子の巨大磁気抵抗 熊本大学工学部 教 授 巨海 玄道
有明工業高等専門学校 教 授 宮川 英明
97-131継 続 単原子層人工格子化による磁性金属/貴 金属 人阪大学産業科学研究所 教 授 中嶋 英雄
人為的規則合金の創製 〆
97-132新 規 非固溶元素の合金化による物性変化 山形大学工学部 教 授 森田 博昭
97-133新 規 酸性薄膜の磁気的性質および磁気抵抗効果の 職業能力開発大学校 教 授 阿蘇 興一
研究
97-134新 規 単原子層制御磁性人工格子における量子サイ 産業技術融合領域研究所 通商産 鈴木 義茂
ズ効果 業技官
東京農工大学工学部 教 授 佐藤 勝昭
97-135継 続Cz法 における振動対流 と磁場印加効果 九州大学機能物質科学研究所 教 授 尾添 紘之
97-136継 続 酸化物超伝導体のCruciblelessMelting山 梨大学無機合成研究施設 助教授 細谷 正一
97-137継 続 酸化物単結晶育成時の輸送現象の解明並びに 東北大学反応化学研究所 教 授 宝澤 光紀
結晶特性 との相関
一56一
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所 外 申 請 者
採 択番号 研 究 課 題
所 属 官職 氏 名
97-138継 続 傾斜機能性マ イクロ波誘電体 セ ラミックスの 八戸工業大学 教 授 増田陽一郎
研 究
97-139新 規 磁性 と形状記憶効果 を有する急冷凝 固ホイス 東北大学工学部 助 手 古屋 泰文
ラー型合金 の開発 と特性評価
97-140継 続 非 平衡TiAl粉 末のHIPに よる固化成形 とミク 北見工業大学 教 授 青木 清
ロ組織制御
97-141新 規Sr3Fe207.yに おけ る物性 の酸素濃度依存性 東北大学大学院理学研究科 教 授 上村 孝




最近発表 された論文等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
IntermetallicCompounds
27-001金 属 間 化 合 物 の 高 温 加 工 と 組 織 制 御 花 田 修 治 ま て り あ35
(1996),1077-1082
27-002合 金 粉 末 か ら 作 製 し たNb・Alの 高 温 変 形 挙 動 村 山 洋 之 介 ・ 花 田 修 治 日 本 金 属 学 会 誌60



































IMRニ ュ ー スNo.27最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト










27-016ア ー ク 溶 解 法 で 作 製 し た ケ イ 化 ホ ウ 素 セ ラ ミ 陳 立 東 ・ 後 藤 孝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金44
ッ ク ス の 微 細 組 織 と 熱 電 特 性 李 剣 輝 ・ 平 井 敏 雄(1997),55-59
27-017ZnSe/GaAsヘ テ ロ バ レ ン ト界 面 の 評 価 と 制 御 三 輪 司 郎 ・ 郭 立 信 信 学 技 報96
木 村 康 三 ・ 安 田 哲 二(1997>,[444]1-5
大 竹 晃 浩 ・ 八 百 隆 文



































27-026ゼ ー ベ ッ ク 係 数 の 測 定 と そ の 問 題 点 後 藤 孝 ニ ュ ー セ ラ ミ ッ ク ス9
(1996),[11]45-50
27-027CVDシ リ コ ン 基 セ ラ ミ ッ ク ス の 超 高 温 酸 化 後 藤 孝 ・ 平 井 敏 雄 産 業 科 学 技 術 研 究 開 発:
挙 動 第7回 超 耐 環 境 性 先 進 材
料 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 集,
(1996>,341-349
27-028ア ー ク 溶 解 法 に よ るB、C-一・TiB、系 複 合 セ ラ ミ ッ 後 藤 孝 ・ 李 剣 輝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金44
ク ス の 作 製 と そ の 熱 電 性 能 平 井 敏 雄(1997>,60-64
27-029光 交 流 法 に よ る ゼ ー ベ ッ ク 係 数 の 迅 速 測 定 後 藤 孝 ・ 李 剣 輝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金44
平 井 敏 雄 ・ 前 田 幸 雄(1997),65-69
加 藤 良 三 ・ 前 園 明 一
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27-058Agと の 多 層 化 に よ るBi2223酸 化 物 超 伝 導 テ ー 松 崎 邦 男 ・ 清 水 宏 一 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
プ 材 のJ、 の 改 善 井 上 明 久 ・ 増 本 健(1996),1081-1086
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27-096ナ ノ 粒 径 準 結 晶 ・非 晶 質 を 利 用 し たAI合 金 井 上 明 久 微 細 結 晶 組 織 構 造 材 料 の
創 製,日 本 金 属 学 会(第V
総 合 分 科 企 画),(1996),
29-32
27-097非 周 期 構 造 相 の 利 用 に よ る 高 強 度 ・高 延 性 金 井 上 明 久 科 学 技 術 ジ ャ ー ナ ル6(
属 材 料 の 開 発(1997),[2]18-19
27-098メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ に お け るAl基 非 晶 質 合 井 上 明 久 軽 金 属 奨 学 会 課 題 研 究 成
金 と準 結 晶 の 形 成 果 報 告 書,(1996),6-9
27-099ミ ク ロ 構 造 井 上 明 久 材 料 シ ス テ ム 学,学 振
先 端 材 料 技 術 第156委 員
会 編,(1997),33-45
27--100新 金 属 一 バ ル ク ア モ ル フ ァ ス 合 金 一 井 上 明 久 真 空 ジ ャ ー ナ ル
(1996>,[48]8-13
27-101バ ル ク 金 属 ガ ラ ス の 創 製 と そ の 機 能 特 牲 の 研 井 上 明 久 金 属66
究(1996),955-962
27-102メ カ ニ カ ル グ ラ イ ン デ ン グ 法 に よ る 高Al濃 度 木 村 久 道 ・ 笹 森 賢 一 郎 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金44
Al-Crお よ びAI-V基 合 金 に お け る 非 平 衡 相 の 張 偉 ・ 井 上 明 久(1997),207-212
生 成1
27-103放 電 プ ラ ズ マ 焼 結 法 に よ り 作 製 し た ナ ノ 結 晶 小 島 章 伸 ・ 水 嶋 隆 夫 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
Fea。Zr・B・ バ ル ク材 の 軟 磁 気 特 性 牧 野 彰 宏 ・ 井 上 明 久(1996>,613-618
増 本 健
27-104高 い ア モ ル フ ァ ス 形 成 能 を 有 す る 厚 いFe基 金 水 嶋 隆 夫 ・ 牧 野 彰 宏 マ グ ネ テ ィ ッ ク ス 研 究 会
属 ガ ラ ス 合 金 リ ボ ン の 構 造 と磁 気 特 性 井 上 明 久 資 料,電 気 学 会,
mAG-96-260(1996>,
49-58
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27-120金 属 人 工 格 子 積 層 構 造 の 極 限 へ の 挑 戦 高 梨 弘 毅 ・ 三 谷 誠 司 ま て り あ35
一 単 原 子 層 積 層 制 御 に よ る 人 工 規 則 合 金 合 成 藤 森 啓 安 ・ 中 嶋 英 雄(1996)
,1204-1207
の 試 み 一
27-121ECRプ ラ ズ マ ス パ ッ タ 法 に よ るBa,NaNb,0、5膜 渡 津 章 ・ 増 本 博 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金441「
の 作 製 と 諸 性 質 増 田 陽 一 郎 ・ 馬 場 明(1997),86-89
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27-138非 晶 質 お よ び 準 結 晶 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 井 上 明 久 軽 金 属 学 会 法 人 化 記 念 フ
ォ ー ラ ム:21世 紀 に お け










27--142銅 合 金 の 構 造 相 転 移 と63Cu核 磁 気 共 鳴 篠 原 猛 ・ 唯 木 次 男 伸 銅 技 術 研 究 会 誌35
山 口 貞 衛 ・ 斎 藤 滋(1996),72-81
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27-167二 光 束 干 渉 法 に よ る リ ゾ チ ー ム 結 晶 周 囲 の 濃 佐 崎 元 ・ 栗 原 和 男 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌23 ノ
度 場 観 察 宮 下 哲 ・ 小 松 啓(1996),413-4211、














27-170高 強 度Al-TM-Ln系 急 冷 凝 固 粉 末 の 成 形 固 化 お 大 槻 真 人 ・ 由 利 浩 一 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
よ び 材 料 特 性 河 野 通 ・ 井 上 明 久(1996>,1183-1187
27-171溶 融Cuを フ ラ ッ ク ス と す る 新 し い 四 元 系 化 合 宍 戸 統 悦 ・ 葉 金 花 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
物ErRh・B・C単 結 晶 の 合 成 及 び 物 性 佐 々 木 孝 彦 ・ 松 本 武 彦 術 論 文 誌104
福 田 承 生(1996),1117-1120
27-172ア ー ク お よ び ス カ ル 溶 融 反 応 法 で 合 成 し た ぺ 宍 戸 統 悦 ・ 鄭 玉 桐 日 本 化 学 会 誌
ロ ブ ス カ イ ト型CeGaO,の 結 晶 構 造 堀 内 弘 之 ・ 吉 川 彰(1996) ,[11]991-994
細 谷 正 一 ・ 戸 澤 慎 一 郎
斎 藤 晃 宏 ・ 田 中 雅 彦
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27-206Zr強 化Agシ ー スBi(2212)超 伝 導 テ ー プ の 臨 界 片 桐 一 宗 ・ 笠 場 孝 一 低 温 工 学31
電 流 の 引 張 ひ ず み お よ び 横 圧 縮 応 力 依 存 性 正 路 良 孝 ・ 高 田 謙(1996),653-659
渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七
岡 田 東 一 ・ 平 岡 誠
祐 谷 重 徳
一75一
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27-231グ ロ ー バ ルCO2リ サ イ ク ル 橋 本 功 二 ・ 秋 山 英 二 月 刊 エ コ イ ン ダ ス トリ ー
幅 崎 浩 樹 ・ 川 嶋 朝 日2(1997),[2]5-14
27-232グ ロ ー バ ルCO2リ サ イ ク ル 橋 本 功 二 ・ 秋 山 英 二 材 料 と 環 境45
幅 崎 浩 樹 ・ 川 嶋 朝 日(1996),614-620
嶋 村 和 郎 ・ 小 森 充
熊 谷 直 和
27-233Au電 極表面における反応過程の原子間力顕微 中田 俊隆 ・ 西澤 毅 日本物理学会誌52《
鏡 観 察 佐 崎 元 ・ 宮 下 哲(1997),114-11フ
小 松 啓
27-234Ni-Y合 金 層 を 被 覆 し たNiの 高 温 酸 化 に 及 ぼ す 佐 藤 芳 幸 ・ 原 基 表 面 技 術47










27-238金 属 間 化 合 物 の 環 境 脆 化 と そ の 抑 止 高 杉 隆 幸 新 素 材8
(1997),25-29
























27-246高 純 度 材 料 中 の ガ ス 分 析 の 基 礎 と そ の 応 用 高 田 九 二 雄 材 料 科 学33
(1996),125--130


















27-253微 量 元 素 周 囲 の 局 所 構 造 解 析 と し て の 広 域X櫻 井 雅 樹 ・ 鈴 木 謙 爾 ま て り あ36
線 吸 収 微 細 構 造(XAFS)(1997),68-74
-79一
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27-269シ ア ・セ ル 内 の 流 体 解 析 一 切 断 さ れ た 液 柱 一 関 京 子 ・ 水 関 博 志SENAC29
の 流 れ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ー 川 添 良 幸 ・ 東 野 和 幸(1996),[4]37-46






27-271パ ソ コ ン でCプ ロ グ ラ ミ ン グ 青 山 智 夫 ・ 川 添 良 幸 パ ソ コ ン でCプ ロ グ ラ ミ
ン グ,青 山 智 夫,
川 添 良 幸 著,共 立 出 版,
(1997),1-163
27-272コ ン ピ ュ ー タ ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 物 質 川 添 良 幸 ・ 三 上 益 弘 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ミ ュ レ
科 学 一 分 子 動 力 学 と モ ン テ カ ル ロ 法 大 野 か お る 一 シ ョ ン に よ る 物 質 科 学
一 分 子 動 力 学 と モ ン テ カ
ル ロ 法r川 添 良 幸 他
著,(1996),1-197
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